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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と

は
、
平
成
22
年
の
2
月
に
設
立
。

多
く
の
ニ
ワ
里
会
員
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
、
今
年
度
で
7
度
目
の

春
を
迎
え
ま
す
。

「
文
化
遺
産
の
み
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
文
化

遺
産
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
。

現
在
で
は
、「
邇
波
」
里
エ
リ
ア

の
み
な
ら
ず
、
西
尾
市
や
養
老
町

な
ど
活
動
エ
リ
ア
を
ひ
ろ
げ
て
い

ま
す
。

ま
ち
な
か
に
眠
る
文
化
遺
産
の

魅
力
を
い
か
に
発
信
す
る
べ
き

か
。後
世
へ
と
残
し
て
い
く
に
は
、

今
な
に
を
す
べ
き
な
の
か
。日
々
、

文
化
遺
産
と
向
き
合
い
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
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活 動 記 録

木之下城伝承館
堀部邸　（旧堀部家住宅）
犬山城下町にある明治時代の古建築、
堀部邸。ニワ里ねっとの新たな拠点と
して、平成 27 年度より運営を開始。

＊木之下城伝承館・堀部邸

＊猪之子座『旭堂南海の上方講談をたっぷり』

＊オープニングセレモニー

＊修繕ワークショップ・柿渋塗り

＊堀部邸おそうじ

3

旧
堀
部
家
住
宅
管
理
業
務

本
年
度
よ
り
、
犬
山
城
下
町
に
あ
る
明
治

初
期
の
建
築
物
「
堀
部
家
住
宅
」
を
「
木
之

下
城
伝
承
館
・
堀
部
邸
」
と
し
て
運
営
開
始

し
ま
し
た
。
5
月
に
開
館
記
念
式
典
を
開
催

し
、
神
楽
の
演
舞
や
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
音
色

と
と
も
に
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

5
月
か
ら
12
月
ま
で
の
開
館
で
、
平
成
27
年

度
入
館
者
数
は
約
3
5
0
0
名
の
方
に
来

館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冬
期
休
館
期
間
に
は
、
邸
宅
内
の
修
復

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
。
今
後
も

堀
部
邸
を
よ
り
よ
い
空
間
へ
と
蘇
ら
せ
る

べ
く
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
茶
会
、
講
座
、

展
示
会
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し

て
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

猪
之
子
座
事
業

堀
部
邸
の
空
間
を
活
か
し
、
歴
史
や
伝

統
文
化
に
触
れ
る
事
業
を
展
開
。
11
月
に

は
和
楽
器
の
演
奏
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー

ト
、
12
月
に
は
講
談
師
の
旭
堂
南
海
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
講
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

冬
期
休
館
明
け
の
3
月
に
は
、
獅
子
舞
の

演
舞
に
て
、「
和
」
の
芸
能
を
来
館
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。



青塚古墳史跡公園
活用・管理業務

地域とともに、史跡を守っていく。
美しい古墳を残すために、地域協働の
事業にも力を入れ活動しています。

＊邇波史楽座『よみがえれ、青塚の大王』

＊あおつか子ども教室＊青塚古墳を守る会

＊まほら講座＊小学校社会見学にて
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青
塚
古
墳
史
跡
公
園
活
用
・
管
理
業
務

青
塚
古
墳
史
跡
公
園
の
管
理
・
運
営
は
、

平
成
27
年
度
で
6
年
目
。
青
塚
近
隣
住
民

の
方
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る

地
元
に
密
着
し
た
施
設
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
墳
丘
の
草
刈
や
園
内
の
手
入
れ
な

ど
日
々
の
美
化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
来
館
者
数
1

 

2
，
6
1
3

名
、
学
校
見
学
数
30
校
で
し
た
。

青
塚
古
墳
活
用
事
業

犬
山
の
焼
き
も
の
を
テ
ー
マ
に
、
企
画

展
『
犬
山
や
き
も
の
の
旅
』
を
開
催
。
連

動
企
画
と
し
て
、
焼
き
物
の
歴
史
を
学
ぶ

『
ま
ほ
ら
講
座
』
も
実
施
し
ま
し
た
。

10
月
に
開
催
し
た
『
邇
波
史
楽
座
』
で

は
、
野
外
劇
の
上
演
と
い
う
新
た
な
試
み

で
し
た
が
、
夕
刻
か
ら
夜
へ
と
刻
々
と
変

化
す
る
青
塚
古
墳
の
景
色
に
多
く
の
方
か

ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
休
み
の
『
あ
お
つ
か
子
ど
も

教
室
』
で
は
、
縄
文
の
布
作
り
や
、
古
墳

見
学
会
な
ど
子
楽
し
く
歴
史
に
親
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

『
青
塚
古
墳
を
守
る
会
』
も
継
続
し
て

実
施
、
の
べ
84
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
墳
丘
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。



活 動 記 録

ニワ里ねっと
自主事業
散策やバスツアーなど文化遺産を楽し
む事業を実施。今年度は発掘見学ウォー
キングなどニワ里らしい企画も。

＊バスツアーの風景 ＊ニワ里カレッジ

＊ニワ里バスツアー『近江国神崎・蒲生郡古墳めぐりツアー』

＊発掘現場見学ツアー

＊ニワ里ウォーキング
『石工のいた里，善師野を歩く』

5

ニ
ワ
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
バ
ス
ツ
ア
ー

5
月
に
は
、
ニ
ワ
里
会
員
の
方
の
案
内

の
も
と
、
犬
山
善
師
野
エ
リ
ア
の
知
ら
れ

ざ
る
文
化
遺
産
を
見
学
し
ま
し
た
。

2
月
・
8
月
に
行
わ
れ
た
バ
ス
ツ
ア
ー

で
は
阿
智
村
・
東
近
江
市
方
面
へ
。
現
地

講
師
の
方
に
よ
る
熱
の
入
っ
た
解
説
で
、

ど
ち
ら
も
充
実
し
た
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。
ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ
は
全
6
回
開
催
。

春
日
井
市
・
名
古
屋
市
の
発
掘
現
場
を

見
学
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
開

催
、
現
地
な
ら
で
は
の
魅
力
溢
れ
る
見
学

会
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
勉
強
会
な
ど

ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
会
員
で
構
成
す
る

G
E
O
部
や
、
地
域
学
芸
員
養
成
塾
の

塾
生
で
つ
く
る
勉
強
会
な
ど
自
主
的
な
部

活
、
勉
強
会
も
発
足
し
ま
し
た
。
現
地
に

出
か
け
た
り
、
参
加
者
の
発
表
が
あ
っ
た

り
と
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

栗
栖
地
区
に
お
け
る
文
化
遺
産
普
及
事

業
。
講
師
に
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
糸

魚
川
淳
二
先
生
を
迎
え
、
栗
栖
の
自
然
や

地
質
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
。



犬山街プロジェクト
文化遺産を活かした
地域活性化事業
4 年目となる本事業。今年は犬山に残
る「お祭り」・「伝承」にスポットをあ
て、その魅力を発信しました。

＊地域学芸員養成塾・栗栖にて

＊歴史座「やろか水」語り ＊地域学芸員養成塾

＊街道・祭礼ウォーク　

＊歴史座of犬山街プロジェクト
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い
ぬ
や
ま
地
域
学
芸
員
養
成
塾

第
2
期
生
い
ぬ
や
ま
地
域
学
芸
員
養
成

塾
、
今
年
度
は
8
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
内
の
文
化
遺
産
を
学
ぶ

講
座
を
全
8
回
実
施
、
最
終
回
に
は
皆
さ

ん
が
調
査
さ
れ
た
犬
山
市
内
の
文
化
遺
産

に
つ
い
て
、
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

街
道
・
祭
礼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

10
月
に
行
わ
れ
る
犬
山
市
前
原
の
「
鬼

祭
り
」、
羽
黒
鳴
海
て
が
し
神
社
の
秋
祭

り
を
訪
ね
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。
現
地
講
師
の
解
説
を
伺
い
な
が
ら

見
学
し
て
い
た
だ
き
、
祭
り
の
空
気
を
感

じ
な
が
ら
の
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
座
o
f
犬
山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
怪
異
や
ろ
か
水
-
伝
説
が
語
る
モ

ノ
』
と
題
し
、
犬
山
の
伝
承
を
取
り
上
げ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
第
1

部
は
、
名
古
屋
経
済
大
学
の
高
木
史
人
先

生
に
「
や
ろ
か
水
」
の
伝
説
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
2
部
は
、
広

瀬
ま
り
さ
ん
の
語
り
と
、
ニ
ワ
里
会
員
さ

ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
広
瀬
さ

ん
の
語
り
で
犬
山
の
伝
承
を
魅
力
的
に
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



活 動 記 録

西尾市
詳細分布調査
旧吉良町の詳細遺跡分布調査を実
施。西尾市での調査は今年度で 3
年目を迎えました。

＊史跡散策「吉良・岡山の文化遺産を訪ねる」

＊歴史座in吉良町『古代の幡豆郡磯泊（しはと）の里』

＊詳細分布調査風景

7

西
尾
市
詳
細
分
布
調
査

「
旧
幡
豆
町
」「
旧
一
色
町
」
と
昨
年

度
に
引
き
続
き
西
尾
市
域
の「
旧
吉
良
町
」

の
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
G
P
S
を
活
用
し
た
現
地
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
に
て
、
多
く
の
遺
物
の
分
布
と
文

化
遺
産
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
歴
史
座

史
跡
散
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
吉

良
・
岡
山
の
文
化
遺
産
を
訪
ね
る
」
を
開

催
。
西
尾
市
教
育
委
員
会
の
三
田
敦
司
さ

ん
に
よ
る
現
地
解
説
に
て
、
吉
良
八
幡
山

古
墳
や
善
光
寺
沢
遺
跡
な
ど
を
散
策
。
伝

承
な
ど
を
交
え
た
楽
し
い
史
跡
散
策
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
39
名
。

分
布
調
査
の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に
お

伝
え
す
る
歴
史
座
i
n
吉
良
町
「
古
代

の
幡
豆
郡
磯
泊
（
し
は
と
）
の
里
」
を
，

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
は
北
村
宏
和
さ
ん
に
よ
る
「
中
世

の
海
岸
線
を
探
る
」、
赤
塚
理
事
長
に
よ

る
「
正
法
寺
山
古
墳
に
眠
る
王
は
誰
だ
」。

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
旧
吉
良
町
内
の
文
化

遺
産
の
成
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
75
名
。



養老町委託業務

平成 29 年の養老改元 1300 年祭
に向け、養老町の文化遺産の魅力
を伝える事業を展開。

＊シンポジウム『古代天皇と養老町～養老改元の背景を探る～』

＊展示「会いに来てね、養老
の有名人　養老公園ver.」

＊シンポジウム風景

＊養老古道map絵巻
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先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
後
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
三
重
大
学
の
山
中
章
先

生
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
仁
藤
敦
史

先
生
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
赤
塚
次
郎
理
事

長
を
お
迎
え
し
、「
養
老
改
元
」
に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
会
場
も
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
養
老
古
道
m
a
p
絵
巻
」
は
、
充

実
し
た
内
容
と
美
し
い
挿
絵
で
素
晴
ら
し

い
冊
子
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
養
老
町

内
に
て
配
布
中
で
す
。

養
老
の
宝
物
46
選
認
定
事
業
で
は
認
定

の
基
礎
資
料
の
整
理
な
ど
市
民
か
ら
選
ば

れ
た
2
0
0
点
の
「
宝
物
」
デ
ー
タ
を

ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
他
委
託
事
業

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
8
月
に
火

打
石
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
2
月
に
き
の
こ

栽
培
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
月
に
は
、
展
示
『
会
い
に
来
て
ね
。

養
老
の
有
名
人　

養
老
公
園
v
e
r
．』

を
開
催
。
展
示
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

養
老
改
元
1
3
0
0
年
祭
関
連
事
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
養
老
古
道
広

域
観
光
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
「
養
老
古

道
m
a
p
絵
巻
」
の
作
成
、
養
老
の
宝

物
46
選
認
定
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
古

代
天
皇
と
養
老
町
～
養
老
改
元
の
背
景
を

探
る
～
』
で
は
、
国
士
舘
大
学
の
仁
藤
智
子



活 動 記 録

その他
委託・助成金事業
東之宮古墳普及啓発事業、尾張旭市　
考古展・民具展開催業務、犬山市市民
活動助成金、文化遺産カード事業など。

＊東之宮古墳講演会　現地フィールドワーク

＊東之宮マップ作成
　ワークショップ

＊青塚周遊ツアー

＊考古企画展『城山にはじめて窯を築く』

＊文化遺産カード

9

そ
の
他
委
託
・
助
成
金
事
業

犬
山
市
の
東
之
宮
古
墳
普
及
啓
発
事
業

と
し
て
、
東
之
宮
古
墳
の
マ
ッ
プ
作
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

尾
張
旭
市
で
は
、
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ

ひ
に
て
企
画
展
の
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
10
月
10
日
よ
り
民
具
企
画
展
『
昭

和
の
尾
張
旭
』、
平
成
28
年
2
月
29
日
よ

り
、考
古
企
画
展『
城
山
に
は
じ
め
て「
窯
」

を
築
く
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
尾
張
旭
市

の
民
俗
資
料
・
考
古
資
料
を
、
写
真
パ
ネ

ル
や
資
料
を
用
い
て
分
か
り
す
く
魅
力
的

に
展
示
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
展
示
も
継

続
し
て
開
催
中
で
す
。

そ
の
他
、
犬
山
市
民
活
動
助
成
金
に
よ

る『
青
塚
古
墳
発
文
化
遺
産
周
遊
マ
ッ
プ
』

の
製
作
も
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
カ
ー
ド

今
年
度
は
犬
山
市
で
6
種
、
西
尾
市

4
種
、
笠
松
町
6
種
で
新
た
な
文
化
遺

産
カ
ー
ド
が
配
布
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
全

1
2
6
種
類
と
な
り
、
文
化
遺
産
カ
ー

ド
フ
ァ
ン
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
HP

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
ご
期
待
。



    5 月
8 日：ニワ里ウォーキング　①『石工のいた里、善師野を
歩く』　②麻野純子（ニワ里ねっと会員）③10:00-12:00　
④犬山市善師野周辺　⑤16 名　
16 日：第 8 回邇波史楽座　①『邇波史楽座』　
③10:00-13:00　④青塚古墳史跡公園　⑤710 名　
24 日：ニワ里ねっと総会　③10:00-　④堀部邸⑤42 名　
31 日：堀部邸開館記念式典　①開館記念式典　②熱田神
楽保存会・安井正規（電子オルガン）　③13:30-15:30　
④堀部邸　⑤105 名

    6 月
13 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤43 名
23 日：ニワ里 GEO 部　①『八曽湿地に行ってみる』　②森 
勇一（金城学院大学非常勤講師）④八曽周辺　⑤8 名　

    7 月
1 日：地域学芸員勉強会　①ミーティング　③
10:00-12:00④堀部邸　⑤18 名　
12 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 1』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤25 名　
16 日：栗栖プロジェクト　①『サマーキャンプ歴史学習』
②纐纈茂（名古屋市教育委員会）　③14:30-15:30　④栗栖
野外活動センター　⑤18 名　
25 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤5 名
28 日：発掘現場見学ツアー　①『高御堂古墳と桜下五反田
遺跡の見学』　②浅田博造（春日井市教育委員会）
③9:00-12:00　④春日井市神領周辺　⑤11 名
29 日：ニワ里ウォーキング　①『モモ次郎と歩く　犬山南
まち、堀部邸と木之下城』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）
④堀部邸周辺　⑤14 名　

    8 月
5 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
7 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤7 名　
8 日：火打石ワークショップ　①『養老石で火をおこそう』
②水野裕之（名古屋市教育委員会）　③9:00-12:00　④ふ
れあいセンター養老　⑤30 名　
22 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤6 名
23 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 2』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤18 名　
28 日：ニワ里バスツアー　①『東山道最大の難所 神坂峠

と園原の里』　②市澤英利（飯田市立上郷考古博物館）　
③7:30-18:30　④阿智村園原周辺　⑤22 名　

    9 月
2 日：発掘現場見学ツアー　①『勝手塚古墳と志段味古墳
群の見学』　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③9:00-11:30　
④名古屋市志段味周辺　⑤9 名　
12 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤41 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山文化遺産概要』
②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸　
⑤8 名　
18 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『分布調査実習』　
②纐纈 茂（名古屋市教育員会）　③10:00-12:00　④堀部
邸⑤8 名　

  10 月
3 日：ニワ里カレッジ　①『名勝名古屋城二之丸庭園およ
び発掘調査成果について』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤11
名
4 日：街道・祭礼ウォーキング　①『天道宮神明社祭礼　
鬼祭りを訪ねる』　②小嶋 毅（犬山歴史研究会）　
③13:30-　④犬山市羽黒周辺　⑤22 名　
11 日：街道・祭礼ウォーキング　①『羽黒鳴海てがし神社
秋祭りを訪ねる』　②福冨数美（梶原景時公顕彰会）　
③11:00-　④犬山市羽黒周辺　⑤7 名
10 日～：民具企画展　①『昭和の尾張旭』　④スカイワー
ドあさひ　
15 日：栗栖プロジェクト　①『栗栖に眠る、太古の歴史を
見つけよう！』　②糸魚川淳二先生（名古屋大学名誉教授）
　③13:50 ～ 15:30　④栗栖小学校　⑤25 名　
17 日：邇波史楽座　①『よみがえれ、青塚の大王』　
③17:00-　④青塚古墳史跡公園　⑤280 名　
19 日：発掘現場見学ツアー　①『名古屋城名勝二之丸庭園
と三の丸遺跡見学ツアー』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-12:00　④名古屋城周辺　⑤16 名　
22 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『木之下城について』
　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸
　⑤8 名　
23 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『入鹿池周辺の古墳』
　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤8 名
29 日：東之宮古墳普及啓発事業①『東之宮古墳マップ作成
ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤9 名
31 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名　

  11 月
7 日：養老改元 1300 年古代歴史シンポジウム　①『古代
天皇と養老町～養老改元の背景を探る～』　②仁藤智子

（国士館大学准教授）、山中 章（三重大学名誉教授）、仁藤

敦史（国立歴史民俗博物館教授）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）
　④14:00-16:00　⑤約 500 名　
7・14・15 日：養老町郷土の先人顕彰展　①『会いに来てね。
養老の有名人　養老公園 ver.』　④養老町民会館・養老公
園　⑤のべ 423 名　
22 日：猪之子座　①『音を楽しむ』　②広瀬まりほか　
③15:00-　④堀部邸　⑤48 名　
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山の自然』　
②森 勇一（金城学院大学非常勤講師）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
12 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤9 名　
16 日：猪之子座　①『旭堂南海の上方講談をたっぷり！』
　②旭堂南海　③18:30-　④堀部邸　⑤35 名　
19 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『登録文化財基礎資
料演習』　②長谷川良夫（犬山城下町を守る会）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤8 名　
21 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤13 名　
26 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤8 名　
29 日：東之宮古墳講演会　①『冬至の王との出会い』　
②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③9:30-13:00　④丸山地区
学習等供用施設　⑤59 名

  12 月
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『山姥物語伝承につ
いて』　②西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）、広瀬ま
り　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『実習報告会』　
③10:00-12:00　④犬山福祉会館　⑤8 名　
19 日：ニワ里カレッジ　①『古代と未来のかけ橋 船来山
古墳群』　②恩田知美（本巣市教育委員会）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名

   1 月
16 日：まほら講座　①『犬山のやきものを愉しむ』　②岩
田紗絵（財団法人岩田洗心館）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤25 名　
31 日：歴史座 of 犬山街プロジェクト　①『怪異やろか水 -
伝説が語るモノ』　②高木史人（名古屋経済大学教授）　
③10:00-15:00　④犬山国際観光センターフロイデ　⑤190 名

   2 月
2 月　写真展　①『犬山たび、伝説の息づく場面へ』　④犬
山市役所　
7 日：文化遺産発見ウォーク　①『吉良・岡山の文化遺産
を訪ねる』　②三田敦司（西尾市教育委員会）　③9:30-　
④吉良町周辺　⑤39 名　

13 日：ニワ里カレッジ　①『近江国神崎郡の古墳文化  雪
野山古墳を中心に』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤24 名　
20 日：まほら講座　①『今井焼・犬山焼について - 作品の
魅力 -』　②岩田紗絵（財団法人岩田洗心館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤25 名　
27 日：きのこ栽培ワークショップ　①『キノコをつくろ
う！』　②津田 格（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）・
河合純子（養老町教育委員会）　③9:00-12:00　④ふれあ
いセンター養老　⑤42 名
29 日～：尾張旭市展示支援事業　①『城山にはじめて窯を
築く』　④スカイワードあさひ　

   3 月
2･3･9･10 日：堀部邸修繕ワークショップ
①『主屋・離れ座敷障子張り』・『黒壁塀の柿渋塗り』　
⑤のべ 20 人　　
5 日：ニワ里カレッジ　①『三陸復興支援ツーリング報告
会－やっぱり貝塚は被災していなかった！－』　②服部哲
也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダン
ス施設　⑤24 名　
11 日：ニワ里バスツアー　①『近江の国神崎郡・蒲生郡の古
墳めぐりツアー』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）、福田由里子

（東近江市埋蔵文化財センター）　④東近江市周辺　⑤29 名
　
19 日：歴史座 in 西尾吉良　①『古代幡豆郡磯泊の里』　
②北村和宏（足助高等学校教頭）　③13:30-16:00　④岩瀬
文庫　⑤70 名
20 日：犬山助成金事業　①『青塚古墳発文化遺産周遊ツ
アー』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　
④青塚古墳周辺　⑤20 名　
27 日：猪之子座　①『花ひらく獅子舞』　②愛唯美（話物
芸能家）・広瀬まり（歌い手）③14:00-　④堀部邸　⑤60 名　

＊養老古道広域観光ウォーキングマップ作成事業（岐阜
県養老町）養老町にて「養老古道 map 絵巻」を製作。

＊西尾市遺跡詳細分布調査。旧吉良町域に所在する文化
遺産・遺跡の学術的詳細分布調査の実施。

＊旧堀部家住宅利活用事業（愛知県犬山市）・「木之下城
伝承館・堀部邸」として運用開始。

＊青塚古墳史跡公園活用・管理業務（愛知県犬山市）。

＊犬山市民活動助成金　青塚古墳周遊マップ作成。

堀部邸活用事業
ニワ里ねっと自主事業
青塚古墳史跡公園活用管理
犬山街プロジェクト
西尾市詳細分布調査
養老町委託事業
その他助成金・委託事業

日時：イベント名
①『講演名・イベント名』　②講師名　③開催時間　④開催場所　⑤参加者数２０１５

    5 月
8 日：ニワ里ウォーキング　①『石工のいた里、善師野を
歩く』　②麻野純子（ニワ里ねっと会員）③10:00-12:00　
④犬山市善師野周辺　⑤16 名　
16 日：第 8 回邇波史楽座　①『邇波史楽座』　
③10:00-13:00　④青塚古墳史跡公園　⑤710 名　
24 日：ニワ里ねっと総会　③10:00-　④堀部邸⑤42 名　
31 日：堀部邸開館記念式典　①開館記念式典　②熱田神
楽保存会・安井正規（電子オルガン）　③13:30-15:30　
④堀部邸　⑤105 名

    6 月
13 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤43 名
23 日：ニワ里 GEO 部　①『八曽湿地に行ってみる』　②森 
勇一（金城学院大学非常勤講師）④八曽周辺　⑤8 名　

    7 月
1 日：地域学芸員勉強会　①ミーティング　③
10:00-12:00④堀部邸　⑤18 名　
12 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 1』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤25 名　
16 日：栗栖プロジェクト　①『サマーキャンプ歴史学習』
②纐纈茂（名古屋市教育委員会）　③14:30-15:30　④栗栖
野外活動センター　⑤18 名　
25 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤5 名
28 日：発掘現場見学ツアー　①『高御堂古墳と桜下五反田
遺跡の見学』　②浅田博造（春日井市教育委員会）
③9:00-12:00　④春日井市神領周辺　⑤11 名
29 日：ニワ里ウォーキング　①『モモ次郎と歩く　犬山南
まち、堀部邸と木之下城』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）
④堀部邸周辺　⑤14 名　

    8 月
5 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
7 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤7 名　
8 日：火打石ワークショップ　①『養老石で火をおこそう』
②水野裕之（名古屋市教育委員会）　③9:00-12:00　④ふ
れあいセンター養老　⑤30 名　
22 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤6 名
23 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 2』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤18 名　
28 日：ニワ里バスツアー　①『東山道最大の難所 神坂峠

と園原の里』　②市澤英利（飯田市立上郷考古博物館）　
③7:30-18:30　④阿智村園原周辺　⑤22 名　

    9 月
2 日：発掘現場見学ツアー　①『勝手塚古墳と志段味古墳
群の見学』　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③9:00-11:30　
④名古屋市志段味周辺　⑤9 名　
12 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤41 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山文化遺産概要』
②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸　
⑤8 名　
18 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『分布調査実習』　
②纐纈 茂（名古屋市教育員会）　③10:00-12:00　④堀部
邸⑤8 名　

  10 月
3 日：ニワ里カレッジ　①『名勝名古屋城二之丸庭園およ
び発掘調査成果について』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤11
名
4 日：街道・祭礼ウォーキング　①『天道宮神明社祭礼　
鬼祭りを訪ねる』　②小嶋 毅（犬山歴史研究会）　
③13:30-　④犬山市羽黒周辺　⑤22 名　
11 日：街道・祭礼ウォーキング　①『羽黒鳴海てがし神社
秋祭りを訪ねる』　②福冨数美（梶原景時公顕彰会）　
③11:00-　④犬山市羽黒周辺　⑤7 名
10 日～：民具企画展　①『昭和の尾張旭』　④スカイワー
ドあさひ　
15 日：栗栖プロジェクト　①『栗栖に眠る、太古の歴史を
見つけよう！』　②糸魚川淳二先生（名古屋大学名誉教授）
　③13:50 ～ 15:30　④栗栖小学校　⑤25 名　
17 日：邇波史楽座　①『よみがえれ、青塚の大王』　
③17:00-　④青塚古墳史跡公園　⑤280 名　
19 日：発掘現場見学ツアー　①『名古屋城名勝二之丸庭園
と三の丸遺跡見学ツアー』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-12:00　④名古屋城周辺　⑤16 名　
22 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『木之下城について』
　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸
　⑤8 名　
23 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『入鹿池周辺の古墳』
　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤8 名
29 日：東之宮古墳普及啓発事業①『東之宮古墳マップ作成
ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤9 名
31 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名　

  11 月
7 日：養老改元 1300 年古代歴史シンポジウム　①『古代
天皇と養老町～養老改元の背景を探る～』　②仁藤智子

（国士館大学准教授）、山中 章（三重大学名誉教授）、仁藤

敦史（国立歴史民俗博物館教授）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）
　④14:00-16:00　⑤約 500 名　
7・14・15 日：養老町郷土の先人顕彰展　①『会いに来てね。
養老の有名人　養老公園 ver.』　④養老町民会館・養老公
園　⑤のべ 423 名　
22 日：猪之子座　①『音を楽しむ』　②広瀬まりほか　
③15:00-　④堀部邸　⑤48 名　
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山の自然』　
②森 勇一（金城学院大学非常勤講師）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
12 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤9 名　
16 日：猪之子座　①『旭堂南海の上方講談をたっぷり！』
　②旭堂南海　③18:30-　④堀部邸　⑤35 名　
19 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『登録文化財基礎資
料演習』　②長谷川良夫（犬山城下町を守る会）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤8 名　
21 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤13 名　
26 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤8 名　
29 日：東之宮古墳講演会　①『冬至の王との出会い』　
②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③9:30-13:00　④丸山地区
学習等供用施設　⑤59 名

  12 月
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『山姥物語伝承につ
いて』　②西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）、広瀬ま
り　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『実習報告会』　
③10:00-12:00　④犬山福祉会館　⑤8 名　
19 日：ニワ里カレッジ　①『古代と未来のかけ橋 船来山
古墳群』　②恩田知美（本巣市教育委員会）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名

   1 月
16 日：まほら講座　①『犬山のやきものを愉しむ』　②岩
田紗絵（財団法人岩田洗心館）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤25 名　
31 日：歴史座 of 犬山街プロジェクト　①『怪異やろか水 -
伝説が語るモノ』　②高木史人（名古屋経済大学教授）　
③10:00-15:00　④犬山国際観光センターフロイデ　⑤190 名

   2 月
2 月　写真展　①『犬山たび、伝説の息づく場面へ』　④犬
山市役所　
7 日：文化遺産発見ウォーク　①『吉良・岡山の文化遺産
を訪ねる』　②三田敦司（西尾市教育委員会）　③9:30-　
④吉良町周辺　⑤39 名　

13 日：ニワ里カレッジ　①『近江国神崎郡の古墳文化  雪
野山古墳を中心に』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤24 名　
20 日：まほら講座　①『今井焼・犬山焼について - 作品の
魅力 -』　②岩田紗絵（財団法人岩田洗心館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤25 名　
27 日：きのこ栽培ワークショップ　①『キノコをつくろ
う！』　②津田 格（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）・
河合純子（養老町教育委員会）　③9:00-12:00　④ふれあ
いセンター養老　⑤42 名
29 日～：尾張旭市展示支援事業　①『城山にはじめて窯を
築く』　④スカイワードあさひ　

   3 月
2･3･9･10 日：堀部邸修繕ワークショップ
①『主屋・離れ座敷障子張り』・『黒壁塀の柿渋塗り』　
⑤のべ 20 人　　
5 日：ニワ里カレッジ　①『三陸復興支援ツーリング報告
会－やっぱり貝塚は被災していなかった！－』　②服部哲
也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダン
ス施設　⑤24 名　
11 日：ニワ里バスツアー　①『近江の国神崎郡・蒲生郡の古
墳めぐりツアー』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）、福田由里子

（東近江市埋蔵文化財センター）　④東近江市周辺　⑤29 名
　
19 日：歴史座 in 西尾吉良　①『古代幡豆郡磯泊の里』　
②北村和宏（足助高等学校教頭）　③13:30-16:00　④岩瀬
文庫　⑤70 名
20 日：犬山助成金事業　①『青塚古墳発文化遺産周遊ツ
アー』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　
④青塚古墳周辺　⑤20 名　
27 日：猪之子座　①『花ひらく獅子舞』　②愛唯美（話物
芸能家）・広瀬まり（歌い手）③14:00-　④堀部邸　⑤60 名　

＊養老古道広域観光ウォーキングマップ作成事業（岐阜
県養老町）養老町にて「養老古道 map 絵巻」を製作。

＊西尾市遺跡詳細分布調査。旧吉良町域に所在する文化
遺産・遺跡の学術的詳細分布調査の実施。

＊旧堀部家住宅利活用事業（愛知県犬山市）・「木之下城
伝承館・堀部邸」として運用開始。

＊青塚古墳史跡公園活用・管理業務（愛知県犬山市）。

＊犬山市民活動助成金　青塚古墳周遊マップ作成。

堀部邸活用事業
ニワ里ねっと自主事業
青塚古墳史跡公園活用管理
犬山街プロジェクト
西尾市詳細分布調査
養老町委託事業
その他助成金・委託事業
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    5 月
8 日：ニワ里ウォーキング　①『石工のいた里、善師野を
歩く』　②麻野純子（ニワ里ねっと会員）③10:00-12:00　
④犬山市善師野周辺　⑤16 名　
16 日：第 8 回邇波史楽座　①『邇波史楽座』　
③10:00-13:00　④青塚古墳史跡公園　⑤710 名　
24 日：ニワ里ねっと総会　③10:00-　④堀部邸⑤42 名　
31 日：堀部邸開館記念式典　①開館記念式典　②熱田神
楽保存会・安井正規（電子オルガン）　③13:30-15:30　
④堀部邸　⑤105 名

    6 月
13 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤43 名
23 日：ニワ里 GEO 部　①『八曽湿地に行ってみる』　②森 
勇一（金城学院大学非常勤講師）④八曽周辺　⑤8 名　

    7 月
1 日：地域学芸員勉強会　①ミーティング　③
10:00-12:00④堀部邸　⑤18 名　
12 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 1』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤25 名　
16 日：栗栖プロジェクト　①『サマーキャンプ歴史学習』
②纐纈茂（名古屋市教育委員会）　③14:30-15:30　④栗栖
野外活動センター　⑤18 名　
25 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤5 名
28 日：発掘現場見学ツアー　①『高御堂古墳と桜下五反田
遺跡の見学』　②浅田博造（春日井市教育委員会）
③9:00-12:00　④春日井市神領周辺　⑤11 名
29 日：ニワ里ウォーキング　①『モモ次郎と歩く　犬山南
まち、堀部邸と木之下城』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）
④堀部邸周辺　⑤14 名　

    8 月
5 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
7 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤7 名　
8 日：火打石ワークショップ　①『養老石で火をおこそう』
②水野裕之（名古屋市教育委員会）　③9:00-12:00　④ふ
れあいセンター養老　⑤30 名　
22 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤6 名
23 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 2』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤18 名　
28 日：ニワ里バスツアー　①『東山道最大の難所 神坂峠

と園原の里』　②市澤英利（飯田市立上郷考古博物館）　
③7:30-18:30　④阿智村園原周辺　⑤22 名　

    9 月
2 日：発掘現場見学ツアー　①『勝手塚古墳と志段味古墳
群の見学』　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③9:00-11:30　
④名古屋市志段味周辺　⑤9 名　
12 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤41 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山文化遺産概要』
②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸　
⑤8 名　
18 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『分布調査実習』　
②纐纈 茂（名古屋市教育員会）　③10:00-12:00　④堀部
邸⑤8 名　

  10 月
3 日：ニワ里カレッジ　①『名勝名古屋城二之丸庭園およ
び発掘調査成果について』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤11
名
4 日：街道・祭礼ウォーキング　①『天道宮神明社祭礼　
鬼祭りを訪ねる』　②小嶋 毅（犬山歴史研究会）　
③13:30-　④犬山市羽黒周辺　⑤22 名　
11 日：街道・祭礼ウォーキング　①『羽黒鳴海てがし神社
秋祭りを訪ねる』　②福冨数美（梶原景時公顕彰会）　
③11:00-　④犬山市羽黒周辺　⑤7 名
10 日～：民具企画展　①『昭和の尾張旭』　④スカイワー
ドあさひ　
15 日：栗栖プロジェクト　①『栗栖に眠る、太古の歴史を
見つけよう！』　②糸魚川淳二先生（名古屋大学名誉教授）
　③13:50 ～ 15:30　④栗栖小学校　⑤25 名　
17 日：邇波史楽座　①『よみがえれ、青塚の大王』　
③17:00-　④青塚古墳史跡公園　⑤280 名　
19 日：発掘現場見学ツアー　①『名古屋城名勝二之丸庭園
と三の丸遺跡見学ツアー』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-12:00　④名古屋城周辺　⑤16 名　
22 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『木之下城について』
　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸
　⑤8 名　
23 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『入鹿池周辺の古墳』
　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤8 名
29 日：東之宮古墳普及啓発事業①『東之宮古墳マップ作成
ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤9 名
31 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名　

  11 月
7 日：養老改元 1300 年古代歴史シンポジウム　①『古代
天皇と養老町～養老改元の背景を探る～』　②仁藤智子

（国士館大学准教授）、山中 章（三重大学名誉教授）、仁藤

敦史（国立歴史民俗博物館教授）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）
　④14:00-16:00　⑤約 500 名　
7・14・15 日：養老町郷土の先人顕彰展　①『会いに来てね。
養老の有名人　養老公園 ver.』　④養老町民会館・養老公
園　⑤のべ 423 名　
22 日：猪之子座　①『音を楽しむ』　②広瀬まりほか　
③15:00-　④堀部邸　⑤48 名　
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山の自然』　
②森 勇一（金城学院大学非常勤講師）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
12 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤9 名　
16 日：猪之子座　①『旭堂南海の上方講談をたっぷり！』
　②旭堂南海　③18:30-　④堀部邸　⑤35 名　
19 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『登録文化財基礎資
料演習』　②長谷川良夫（犬山城下町を守る会）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤8 名　
21 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤13 名　
26 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤8 名　
29 日：東之宮古墳講演会　①『冬至の王との出会い』　
②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③9:30-13:00　④丸山地区
学習等供用施設　⑤59 名

  12 月
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『山姥物語伝承につ
いて』　②西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）、広瀬ま
り　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『実習報告会』　
③10:00-12:00　④犬山福祉会館　⑤8 名　
19 日：ニワ里カレッジ　①『古代と未来のかけ橋 船来山
古墳群』　②恩田知美（本巣市教育委員会）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名

   1 月
16 日：まほら講座　①『犬山のやきものを愉しむ』　②岩
田紗絵（財団法人岩田洗心館）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤25 名　
31 日：歴史座 of 犬山街プロジェクト　①『怪異やろか水 -
伝説が語るモノ』　②高木史人（名古屋経済大学教授）　
③10:00-15:00　④犬山国際観光センターフロイデ　⑤190 名

   2 月
2 月　写真展　①『犬山たび、伝説の息づく場面へ』　④犬
山市役所　
7 日：文化遺産発見ウォーク　①『吉良・岡山の文化遺産
を訪ねる』　②三田敦司（西尾市教育委員会）　③9:30-　
④吉良町周辺　⑤39 名　

13 日：ニワ里カレッジ　①『近江国神崎郡の古墳文化  雪
野山古墳を中心に』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤24 名　
20 日：まほら講座　①『今井焼・犬山焼について - 作品の
魅力 -』　②岩田紗絵（財団法人岩田洗心館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤25 名　
27 日：きのこ栽培ワークショップ　①『キノコをつくろ
う！』　②津田 格（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）・
河合純子（養老町教育委員会）　③9:00-12:00　④ふれあ
いセンター養老　⑤42 名
29 日～：尾張旭市展示支援事業　①『城山にはじめて窯を
築く』　④スカイワードあさひ　

   3 月
2･3･9･10 日：堀部邸修繕ワークショップ
①『主屋・離れ座敷障子張り』・『黒壁塀の柿渋塗り』　
⑤のべ 20 人　　
5 日：ニワ里カレッジ　①『三陸復興支援ツーリング報告
会－やっぱり貝塚は被災していなかった！－』　②服部哲
也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダン
ス施設　⑤24 名　
11 日：ニワ里バスツアー　①『近江の国神崎郡・蒲生郡の古
墳めぐりツアー』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）、福田由里子

（東近江市埋蔵文化財センター）　④東近江市周辺　⑤29 名
　
19 日：歴史座 in 西尾吉良　①『古代幡豆郡磯泊の里』　
②北村和宏（足助高等学校教頭）　③13:30-16:00　④岩瀬
文庫　⑤70 名
20 日：犬山助成金事業　①『青塚古墳発文化遺産周遊ツ
アー』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　
④青塚古墳周辺　⑤20 名　
27 日：猪之子座　①『花ひらく獅子舞』　②愛唯美（話物
芸能家）・広瀬まり（歌い手）③14:00-　④堀部邸　⑤60 名　

＊養老古道広域観光ウォーキングマップ作成事業（岐阜
県養老町）養老町にて「養老古道 map 絵巻」を製作。

＊西尾市遺跡詳細分布調査。旧吉良町域に所在する文化
遺産・遺跡の学術的詳細分布調査の実施。

＊旧堀部家住宅利活用事業（愛知県犬山市）・「木之下城
伝承館・堀部邸」として運用開始。

＊青塚古墳史跡公園活用・管理業務（愛知県犬山市）。

＊犬山市民活動助成金　青塚古墳周遊マップ作成。

堀部邸活用事業
ニワ里ねっと自主事業
青塚古墳史跡公園活用管理
犬山街プロジェクト
西尾市詳細分布調査
養老町委託事業
その他助成金・委託事業

日時：イベント名
①『講演名・イベント名』　②講師名　③開催時間　④開催場所　⑤参加者数２０１５

    5 月
8 日：ニワ里ウォーキング　①『石工のいた里、善師野を
歩く』　②麻野純子（ニワ里ねっと会員）③10:00-12:00　
④犬山市善師野周辺　⑤16 名　
16 日：第 8 回邇波史楽座　①『邇波史楽座』　
③10:00-13:00　④青塚古墳史跡公園　⑤710 名　
24 日：ニワ里ねっと総会　③10:00-　④堀部邸⑤42 名　
31 日：堀部邸開館記念式典　①開館記念式典　②熱田神
楽保存会・安井正規（電子オルガン）　③13:30-15:30　
④堀部邸　⑤105 名

    6 月
13 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤43 名
23 日：ニワ里 GEO 部　①『八曽湿地に行ってみる』　②森 
勇一（金城学院大学非常勤講師）④八曽周辺　⑤8 名　

    7 月
1 日：地域学芸員勉強会　①ミーティング　③
10:00-12:00④堀部邸　⑤18 名　
12 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 1』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤25 名　
16 日：栗栖プロジェクト　①『サマーキャンプ歴史学習』
②纐纈茂（名古屋市教育委員会）　③14:30-15:30　④栗栖
野外活動センター　⑤18 名　
25 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤5 名
28 日：発掘現場見学ツアー　①『高御堂古墳と桜下五反田
遺跡の見学』　②浅田博造（春日井市教育委員会）
③9:00-12:00　④春日井市神領周辺　⑤11 名
29 日：ニワ里ウォーキング　①『モモ次郎と歩く　犬山南
まち、堀部邸と木之下城』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）
④堀部邸周辺　⑤14 名　

    8 月
5 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
7 日：あおつか子ども教室　①『あおつか調査団、オリジ
ナルこふんをつくろう』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤7 名　
8 日：火打石ワークショップ　①『養老石で火をおこそう』
②水野裕之（名古屋市教育委員会）　③9:00-12:00　④ふ
れあいセンター養老　⑤30 名　
22 日：あおつか子ども教室　①『挑戦！縄文時代の布を編
む』　②名和奈美　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス
施設　⑤6 名
23 日：ニワ里カレッジ　①『東北大震災と文化遺産 2』　
②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳
ガイダンス施設　⑤18 名　
28 日：ニワ里バスツアー　①『東山道最大の難所 神坂峠

と園原の里』　②市澤英利（飯田市立上郷考古博物館）　
③7:30-18:30　④阿智村園原周辺　⑤22 名　

    9 月
2 日：発掘現場見学ツアー　①『勝手塚古墳と志段味古墳
群の見学』　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③9:00-11:30　
④名古屋市志段味周辺　⑤9 名　
12 日：青塚古墳を守る会　①『青塚古墳を守る会』　
③7:30-9:00　④青塚古墳史跡公園　⑤41 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山文化遺産概要』
②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸　
⑤8 名　
18 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『分布調査実習』　
②纐纈 茂（名古屋市教育員会）　③10:00-12:00　④堀部
邸⑤8 名　

  10 月
3 日：ニワ里カレッジ　①『名勝名古屋城二之丸庭園およ
び発掘調査成果について』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤11
名
4 日：街道・祭礼ウォーキング　①『天道宮神明社祭礼　
鬼祭りを訪ねる』　②小嶋 毅（犬山歴史研究会）　
③13:30-　④犬山市羽黒周辺　⑤22 名　
11 日：街道・祭礼ウォーキング　①『羽黒鳴海てがし神社
秋祭りを訪ねる』　②福冨数美（梶原景時公顕彰会）　
③11:00-　④犬山市羽黒周辺　⑤7 名
10 日～：民具企画展　①『昭和の尾張旭』　④スカイワー
ドあさひ　
15 日：栗栖プロジェクト　①『栗栖に眠る、太古の歴史を
見つけよう！』　②糸魚川淳二先生（名古屋大学名誉教授）
　③13:50 ～ 15:30　④栗栖小学校　⑤25 名　
17 日：邇波史楽座　①『よみがえれ、青塚の大王』　
③17:00-　④青塚古墳史跡公園　⑤280 名　
19 日：発掘現場見学ツアー　①『名古屋城名勝二之丸庭園
と三の丸遺跡見学ツアー』　②市澤泰峰（名古屋城総合事
務所）　③10:00-12:00　④名古屋城周辺　⑤16 名　
22 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『木之下城について』
　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④堀部邸
　⑤8 名　
23 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『入鹿池周辺の古墳』
　②服部哲也（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤8 名
29 日：東之宮古墳普及啓発事業①『東之宮古墳マップ作成
ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤9 名
31 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名　

  11 月
7 日：養老改元 1300 年古代歴史シンポジウム　①『古代
天皇と養老町～養老改元の背景を探る～』　②仁藤智子

（国士館大学准教授）、山中 章（三重大学名誉教授）、仁藤

敦史（国立歴史民俗博物館教授）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）
　④14:00-16:00　⑤約 500 名　
7・14・15 日：養老町郷土の先人顕彰展　①『会いに来てね。
養老の有名人　養老公園 ver.』　④養老町民会館・養老公
園　⑤のべ 423 名　
22 日：猪之子座　①『音を楽しむ』　②広瀬まりほか　
③15:00-　④堀部邸　⑤48 名　
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『犬山の自然』　
②森 勇一（金城学院大学非常勤講師）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名　
12 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤9 名　
16 日：猪之子座　①『旭堂南海の上方講談をたっぷり！』
　②旭堂南海　③18:30-　④堀部邸　⑤35 名　
19 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『登録文化財基礎資
料演習』　②長谷川良夫（犬山城下町を守る会）　
③10:00-12:00　④堀部邸　⑤8 名　
21 日：まほら講座　①『古代・中世の犬山の焼き物につい
て』　②渡邉博人（各務原市立中央図書館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤13 名　
26 日：東之宮古墳普及啓発事業　①『東之宮古墳マップ作
成ワークショップ』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-12:00　④犬山遊園駅周辺　⑤8 名　
29 日：東之宮古墳講演会　①『冬至の王との出会い』　
②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③9:30-13:00　④丸山地区
学習等供用施設　⑤59 名

  12 月
10 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『山姥物語伝承につ
いて』　②西松賢一郎（大口町歴史民俗資料館）、広瀬ま
り　③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤8 名
17 日：いぬやま地域学芸員養成塾　①『実習報告会』　
③10:00-12:00　④犬山福祉会館　⑤8 名　
19 日：ニワ里カレッジ　①『古代と未来のかけ橋 船来山
古墳群』　②恩田知美（本巣市教育委員会）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤18 名

   1 月
16 日：まほら講座　①『犬山のやきものを愉しむ』　②岩
田紗絵（財団法人岩田洗心館）　③10:00-12:00　④青塚古
墳ガイダンス施設　⑤25 名　
31 日：歴史座 of 犬山街プロジェクト　①『怪異やろか水 -
伝説が語るモノ』　②高木史人（名古屋経済大学教授）　
③10:00-15:00　④犬山国際観光センターフロイデ　⑤190 名

   2 月
2 月　写真展　①『犬山たび、伝説の息づく場面へ』　④犬
山市役所　
7 日：文化遺産発見ウォーク　①『吉良・岡山の文化遺産
を訪ねる』　②三田敦司（西尾市教育委員会）　③9:30-　
④吉良町周辺　⑤39 名　

13 日：ニワ里カレッジ　①『近江国神崎郡の古墳文化  雪
野山古墳を中心に』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）　
③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤24 名　
20 日：まほら講座　①『今井焼・犬山焼について - 作品の
魅力 -』　②岩田紗絵（財団法人岩田洗心館）　
③10:00-12:00　④青塚古墳ガイダンス施設　⑤25 名　
27 日：きのこ栽培ワークショップ　①『キノコをつくろ
う！』　②津田 格（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）・
河合純子（養老町教育委員会）　③9:00-12:00　④ふれあ
いセンター養老　⑤42 名
29 日～：尾張旭市展示支援事業　①『城山にはじめて窯を
築く』　④スカイワードあさひ　

   3 月
2･3･9･10 日：堀部邸修繕ワークショップ
①『主屋・離れ座敷障子張り』・『黒壁塀の柿渋塗り』　
⑤のべ 20 人　　
5 日：ニワ里カレッジ　①『三陸復興支援ツーリング報告
会－やっぱり貝塚は被災していなかった！－』　②服部哲
也（ニワ里ねっと）　③10:00-11:30　④青塚古墳ガイダン
ス施設　⑤24 名　
11 日：ニワ里バスツアー　①『近江の国神崎郡・蒲生郡の古
墳めぐりツアー』　②赤塚次郎（ニワ里ねっと）、福田由里子

（東近江市埋蔵文化財センター）　④東近江市周辺　⑤29 名
　
19 日：歴史座 in 西尾吉良　①『古代幡豆郡磯泊の里』　
②北村和宏（足助高等学校教頭）　③13:30-16:00　④岩瀬
文庫　⑤70 名
20 日：犬山助成金事業　①『青塚古墳発文化遺産周遊ツ
アー』　②大塚友恵（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00　
④青塚古墳周辺　⑤20 名　
27 日：猪之子座　①『花ひらく獅子舞』　②愛唯美（話物
芸能家）・広瀬まり（歌い手）③14:00-　④堀部邸　⑤60 名　

＊養老古道広域観光ウォーキングマップ作成事業（岐阜
県養老町）養老町にて「養老古道 map 絵巻」を製作。

＊西尾市遺跡詳細分布調査。旧吉良町域に所在する文化
遺産・遺跡の学術的詳細分布調査の実施。

＊旧堀部家住宅利活用事業（愛知県犬山市）・「木之下城
伝承館・堀部邸」として運用開始。

＊青塚古墳史跡公園活用・管理業務（愛知県犬山市）。

＊犬山市民活動助成金　青塚古墳周遊マップ作成。

堀部邸活用事業
ニワ里ねっと自主事業
青塚古墳史跡公園活用管理
犬山街プロジェクト
西尾市詳細分布調査
養老町委託事業
その他助成金・委託事業

平成 27年度　活動年表
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は
じ
め
に

愛
知
県
犬
山
市
は
木
曽
の
山
間
か
ら
流

れ
落
ち
る
木
曽
川
が
，
広
大
な
濃
尾
平
野

と
出
会
う
場
面
で
あ
る
。
現
在
の
名
鉄
犬

山
駅
か
ら
西
側
に
は
市
街
地
が
ひ
ろ
が

り
，
近
年
で
は
駅
の
東
側
も
水
田
地
帯
か

ら
一
変
し
，
新
し
い
街
並
が
整
備
さ
れ
て

き
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
「
犬
山

城
と
そ
の
城
下
町
」
は
，
主
に
こ
の
犬
山

駅
北
西
側
の
旧
市
街
地
を
中
心
と
し
て
保

存
さ
れ
て
き
た
街
並
で
あ
る
。
今
日
の
犬

山
を
象
徴
す
る
犬
山
城
と
城
下
町
は
，
も

ち
ろ
ん
一
夜
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
特
に
そ
の
前
身
と
し
て
「
木

之
下
城
と
そ
の
城
下
町
」
が
存
在
た
点

は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
ま
で
約

６
０
０
年
の
ほ
ど
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
，
犬
山
街
（
こ
こ

で
は
仮
に
旧
犬
山
町
の
市
街
地
を
「
犬
山

街
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
）
の
原
点
と

も
い
う
べ
き
木
之
下
城
と
そ
の
城
下
町
の

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。
僅
か
に
残
る
木
之
下
城
関
係
の
文
化

遺
産
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
，
そ
の
城

下
町
界
隈
の
風
景
を
復
原
推
定
し
て
み
た

い
。
た
だ
関
連
す
る
文
献
資
料
等
は
極
め

て
限
ら
れ
て
お
り
，
結
果
的
に
推
論
の
域

を
で
な
い
の
で
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
あ

え
て
一
つ
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
地
形
」「
地
割
」
そ
し

て
「
伝
承
」。

と
こ
ろ
で
木
之
下
城
に
は
興
味
深
い
物

語
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
旧
城
内
と
さ
れ
る

愛
宕
神
社
境
内
に
は
，現
在
も
「
金
明
水
」

と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
残
る
。
こ
の
金
明
水

は
，
ど
ん
な
厳
し
い
日
照
り
で
も
水
が
か

れ
た
こ
と
の
な
い
井
戸
と
し
て
知
ら
れ
，

白
龍
さ
ま
を
お
祀
り
す
る
。
ま
た
愛
宕
神

社
の
西
南
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
宅

地
の
中
に
は
，
ひ
っ
そ
り
と
「
銀
明
水
」

と
呼
ば
れ
る
井
戸
も
残
さ
れ
て
い
る
。

木
之
下
城
の
謎
解
き
は
，
こ
の
二
つ
の

金
と
銀
の
「
明
水
」
か
ら
出
発
す
る
こ
と

に
な
る
。

は
じ
ま
り
の
地
「
田
中
天
神
の
森
」

現
在
の
「
犬
山
城
と
そ
の
城
下
町
」
の

景
観
を
前
提
に
考
え
る
と
，
犬
山
駅
西
に

存
在
す
る
木
之
下
城
の
場
所
が
い
か
に
も

不
自
然
に
思
え
て
く
る
。
そ
れ
は
自
然
の

要
害
と
し
て
の
大
き
な
段
丘
崖
と
木
曽
川

が
圧
倒
的
な
存
在
感
と
な
り
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
何
故
，
約

１
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
段
差
を
も
つ
段
丘

崖
を
直
接
利
用
す
る
の
で
は
な
く
，
そ
こ

か
ら
南
に
下
が
っ
た
低
地
部
に
木
之
下
城

が
築
城
さ
れ
た
の
か
。
疑
問
に
思
え
て
く

る
が
，
実
は
そ
こ
に
は
犬
山
を
形
成
す
る

地
形
的
な
特
徴
が
，
大
き
く
影
響
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
謎
解
き
も
，
や

は
り
一
つ
の
伝
承
か
ら
は
じ
ま
る
。

犬
山
駅
東
か
ら
南
東
に
３
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
行
く
と
，
駅
前
の
「
し
ろ
ひ
が
し
住

宅
」
の
中
に
公
園
が
存
在
す
る
。「
田
中

天
神
の
森
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
一
つ
の

伝
承
が
残
る
。

「
こ
の
地
は
古
く
か
ら
人
の
住
み
着
い

た
と
こ
ろ
で
，
現
在
の
富
岡
の
地
も
こ
の

人
た
ち
が
開
拓
し
た
土
地
で
あ
っ
た
。
し

か
し
，
こ
こ
は
天
神
川
と
青
木
川
の
氾
濫

の
被
害
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
，
住
民

の
大
部
分
は
富
岡
に
移
住
し
，
残
っ
た

人
々
も
こ
と
ご
と
く
余
坂
，
木
之
下
，
外

町
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
。」（『
犬
山
市
の

文
化
財
』
2
0
0
8
犬
山
市
教
育
委
員
会
）

こ
の
物
語
で
注
目
す
べ
き
点
は
二
つ
あ

る
。
ま
ず
第
一
に
，
か
つ
て
ム
ラ
が
存
在

し
た
が
，
こ
こ
は
洪
水
多
発
地
域
で
あ
っ

た
。
第
二
に
人
々
は
北
側
の
山
麓
と
東
側

の
や
や
高
い
場
所
に
移
転
し
た
。
水
，
洪

水
伝
承
と
木
之
下
城
に
残
る
明
水
伝
承
。

そ
こ
に
は
こ
の
地
が
ど
う
い
う
場
面
で
あ

る
の
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
地
，
す
な
わ
ち
「
田
中
天

神
の
森
」
こ
そ
が
，犬
山
街・「
犬
山
城
下
町
」

発
展
へ
の
「
は
じ
ま
り
の
地
」
と
位
置
づ

け
る
事
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

橋
爪
の
湿
地
帯

「
田
中
天
神
の
森
」
の
教
え
の
第
一
の

点
は
，
明
治
年
間
の
旧
地
形
図
を
見
る
ま

で
も
な
く
，
つ
い
数
十
年
前
ま
で
は
，
駅

東
は
水
田
地
帯
で
あ
り
，
市
街
化
さ
れ
る

こ
と
な
く
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
字
名
と
し
て

「
梅
坪
（
本
来
は
埋
坪
と
推
定
）」「
蓮
池
」

な
ど
池
や
湿
地
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
地

木
之
下
城
の
地
形
と

　
　
犬
山
街
「
は
じ
ま
り
の
地
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

赤
塚 

次
郎
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名
が
残
る
。
地
形
復
原
か
ら
は
北
側
の
白

山
平
周
辺
か
ら
の
水
や
，
善
師
野
・
東
部

丘
陵
か
ら
の
水
が
流
れ
込
む
場
所
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な

点
は
北
側
に
高
く
，
西
側
は
今
の
城
下
町

が
存
在
す
る
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
微
高
地

（
こ
こ
で
は
仮
に
「
犬
山
微
高
地
」
と
呼

ん
で
お
く
）
に
よ
っ
て
水
が
遮
ら
れ
，
水

の
行
き
場
が
狭
く
，
た
ま
り
場
的
地
形
に

な
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
ま
さ
に
橋
爪
地

区
を
中
心
と
し
て
大
き
な
池
・
湿
地
状
の

地
形
が
復
原
で
き
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
，近
代
に
な
り
人
口
の
水
路
で
あ
る「
郷

瀬
川
」
が
掘
削
さ
れ
，
直
接
，
木
曽
川
に

水
を
落
と
す
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。
田
中

天
神
の
森
が
教
え
る
洪
水
多
発
地
域
は
，

ま
さ
に
こ
う
し
た
地
形
的
な
特
徴
を
そ
の

ま
ま
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
こ
は「
水

が
浸
か
る
場
所
で
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
教
え
が
聞
こ
え
て
く
る
。

遺
跡
の
分
布
と
起
点
と
な
る
街
・
北
宿

橋
爪
湿
地
周
辺
に
は
目
立
っ
た
遺
跡
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
地
割
り
な
ど
か
ら

条
里
遺
構
を
想
定
す
る
意
見
も
あ
る
が
，

地
形
的
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
再
検
討
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
条
里
遺
構
の
推
定

も
明
確
な
考
古
学
的
な
資
料
に
基
づ
く
も

の
で
も
な
い
。
田
中
天
神
の
森
か
ら
南
側

に
は
，
犬
山
微
高
地
東
端
部
に
二
つ
の
遺

跡
が
存
在
す
る
。
国
正
遺
跡
は
奈
良
・
平

安
時
代
を
中
心
と
し
た
遺
物
が
確
認
さ
れ

て
お
り
，
四
郎
丸
遺
跡
は
弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
見
ら
れ
る

が
，
分
布
域
が
狭
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
定

着
的
な
集
落
景
観
を
想
定
で
き
る
よ
う
な

資
料
は
認
め
れ
な
い
。
た
だ
犬
山
微
高
地

の
東
端
，
橋
爪
湿
地
側
の
緩
斜
面
に
集
落

の
営
み
が
弥
生
時
代
中
期
か
ら
細
々
と
断

続
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。ま
た「
田

中
天
神
の
森
」
の
物
語
が
何
時
の
時
代
な

の
か
は
特
定
で
き
な
い
が
，
木
之
下
城
の

築
造
以
前
，
洪
水
が
多
発
し
た
時
代
を
加

味
す
る
と
，
お
お
む
ね
室
町
時
代
，
１
４

世
紀
後
半
か
ら
１
５
世
紀
前
半
期
を
ま
ず

は
考
え
て
お
い
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
洪
水
の
災
害
を
避
け
な
が
ら

地
点
を
移
動
し
つ
つ
，
細
々
と
で
は
あ
る

が
集
落
が
営
ま
れ
て
い
っ
た
。
小
規
模
な

集
落
が
時
期
を
経
て
場
所
を
変
え
な
が
ら

橋
爪
湿
地
の
西
南
部
緩
斜
面
に
存
在
し
た

こ
と
が
推
測
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
他

「
犬
山
微
高
地
」
内
で
は
，
明
確
な
遺
跡

の
分
布
が
知
ら
れ
て
い
な
い
点
を
踏
ま
え

る
と
，
現
在
の
犬
山
市
街
地
周
辺
で
，
集

落
変
遷
の
歴
史
を
想
定
で
き
る
地
区
は
，
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僅
か
に
こ
の
場
面
し
か
な
い
。
つ
ま
り
第

１
に
こ
う
し
た
犬
山
微
高
地
西
南
部
緩
斜

面
で
の
小
規
模
・
断
続
的
な
集
落
変
遷
の

歴
史
を
踏
ま
え
て
，
ま
ず
「
田
中
天
神
の

森
」
周
辺
に
，
遅
く
と
も
室
町
時
代
に
は

集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
場
所

は
洪
水
多
発
地
域
で
あ
っ
た
た
め
，
洪
水

等
を
避
け
る
た
め
高
台
に
移
転
，
そ
の
西

側
に
あ
る
現
在
の
愛
宕
町
・
名
栗
町
・
猪

子
町
，
そ
し
て
か
つ
て
「
北
宿
」
と
呼
ば

れ
た
周
辺
に
新
た
に
集
落
が
で
き
た
。
や

が
て
そ
の
延
長
で
こ
の
地
に
木
之
下
城
が

築
造
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

木
之
下
城
築
城
に
つ
い
て

さ
て
，
木
之
下
城
に
つ
い
て
，
ま
ず

は
通
説
的
な
見
解
を
整
理
し
て
お
き
た

い
。
１
５
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
応
仁
の

乱
に
よ
り
，
美
濃
国
の
守
護
代
で
あ
っ
た

斉
藤
妙
椿
が
斯
波
義
敏
の
領
地
で
あ
る
尾

張
地
域
を
攻
略
す
る
た
め
，
鵜
沼
に
進
軍

す
る
。
こ
れ
を
察
し
た
義
敏
の
臣
で
あ
っ

た
織
田
広
近
が
，
そ
の
防
御
の
た
め
文
明

元
年
（
1
4
6
9
）
５
月
に
城
砦
を
現
在

の
木
之
下
地
区
に
築
い
た
の
が
は
じ
ま
り

と
さ
れ
て
い
る
。
織
田
広
近
は
現
在
の
大

口
町
に
所
在
す
る
小
口
城
を
拠
点
と
し
，

木
之
下
城
を
支
城
と
し
て
護
り
を
固
め

た
。
以
後
は
代
々
織
田
氏
が
居
城
し
，
六

代
目
と
さ
れ
る
織
田
信
康
が
天
文
６
年

（
1
5
3
7
）
に
木
之
下
城
を
廃
城
し
，

現
在
の
犬
山
城
付
近
に
城
を
移
し
た
。
織

田
信
康
は
信
長
の
父
で
あ
る
織
田
信
秀
の

弟
に
あ
た
る
。
そ
も
そ
も
六
代
に
わ
た
っ

て
，
織
田
氏
が
木
之
下
城
に
居
を
構
え
て

い
た
か
は
異
論
が
多
く
，
明
確
な
文
献
資

料
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
で
は
文
明
年

間
に
木
之
下
城
が
築
城
さ
れ
，
天
文
年
間

に
現
在
の
城
山
付
近
に
城
を
移
動
さ
せ
た

可
能
性
の
み
を
ま
ず
は
押
さ
え
て
お
き
た

い
。
ま
た
木
之
下
城
廃
城
の
あ
と
，
こ
の

場
所
に
長
泉
寺
（
延
命
院
）
と
い
う
お
寺

が
存
在
し
，
そ
の
跡
地
に
現
在
の
愛
宕
神

社
が
建
て
ら
れ
た
。

木
之
下
城
の
大
き
さ

現
在
の
犬
山
市
立
図
書
館
の
南
側
に
接

し
て
愛
宕
神
社
が
存
在
す
る
。
こ
の
愛
宕

神
社
が
鎮
座
す
る
周
辺
に
か
つ
て
「
木
之

下
城
」が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

社
殿
が
あ
る
高
ま
り
は
高
さ
３
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
，
こ
れ
が
木
之
下
城
の
主
郭
部
分

だ
と
想
定
す
る
事
が
多
い
。
そ
し
て
社
殿

の
高
ま
り
と
そ
の
北
側
に
見
ら
れ
る
凹
み

状
の
景
観
に
，
わ
ず
か
に
そ
の
面
影
を
偲

ぶ
事
が
で
き
る
よ
う
で
も
あ
る
。そ
こ
で
，
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こ
こ
で
は
木
之
下
を
中
心
と
し
た
地
割
り

と
，
地
形
等
か
ら
木
之
下
城
と
そ
の
城
下

町
の
推
定
復
原
案
を
描
い
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
県
道
と
犬
山

市
役
所
と
の
間
に
あ
る
小
さ
な
路
地
で

あ
る
。
こ
の
道
を
南
に
た
ど
っ
て
い
く

と
，
薬
師
寺
に
出
る
。
地
形
が
こ
の
あ
た

り
か
ら
犬
山
微
高
地
か
ら
湿
地
帯
に
移
行

す
る
場
面
と
推
定
で
き
，
こ
れ
を
東
区
画

と
ま
ず
は
考
え
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
愛

宕
神
社
か
ら
西
一
本
隔
て
た
道
は
，
ち
ょ

う
ど
犬
山
城
総
構
「
木
之
下
口
」
に
あ
た

り
，
そ
こ
か
ら
南
側
は
猪
ノ
子
町
・
木
之

下
・
専
正
寺
町
と
つ
な
が
る
道
が
南
北
に

通
る
。
こ
れ
を
西
区
画
線
と
想
定
し
て
お

こ
う
。
名
栗
町
か
ら
木
之
下
町
に
か
け
て

は
，
道
の
軸
線
が
犬
山
城
内
の
東
西
南
北

地
割
り
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
，
お
そ

ら
く
犬
山
城
築
造
以
前
か
ら
存
在
し
た
，

古
い
地
割
り
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
木

之
下
城
を
復
原
す
る
と
，
北
は
愛
宕
神
社

か
ら
南
を
南
小
学
校
付
近
ま
で
と
し
，
東

西
は
猪
ノ
子
町
か
ら
薬
師
町
・
専
正
寺
町

に
至
る
道
と
県
道
の
東
側
に
残
る
路
地
と

推
定
で
き
る
。
愛
宕
神
社
を
含
め
た
城
の

中
心
は
，
南
北
1
5
0
メ
ー
ト
ル
・
東

西
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
推
定
さ
れ

て
い
る
事
が
多
い
が
，
こ
こ
で
は
さ
ら
に

南
北
4
0
0
メ
ー
ト
ル
・
東
西
2
5
0

メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
区
画
が
存
在
し
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お

こ
れ
ら
の
軸
線
は
，
基
本
的
に
は
「
犬
山

微
高
地
」
そ
の
も
の
の
地
形
的
な
特
徴
を

活
か
し
た
地
割
り
と
考
え
て
よ
い
。

木
之
下
城
下
町

木
之
下
城
を
中
心
と
す
る
現
在
の
犬
山

市
街
地
南
部
に
は
，
古
い
地
割
り
が
そ
の

ま
ま
残
存
し
て
い
る
。
特
に
注
目
し
た
い

道
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
，
名
栗
町
の
筋

で
あ
る
。
明
ら
か
に
犬
山
城
下
町
と
は
全

く
異
な
る
軸
線
を
も
ち
，
西
南
に
傾
斜
す

る
道
は
や
が
て
段
丘
崖
を
降
り
犬
山
高
校

に
達
す
る
（
名
栗
筋
）。
こ
の
軸
線
は
，

慶
長
年
間
で
は
本
町
筋
が
名
栗
町
で
行
き

止
ま
り
と
な
り
，
そ
れ
か
ら
西
へ
坂
を

下
っ
て
，
坂
の
中
断
を
南
進
す
る
の
が
旧

街
道
で
あ
っ
た
と
い
う
（
犬
山
里
語
記
）。

す
る
と
城
下
町
の
南
区
画
軸
線
で
あ
り
，

木
之
下
城
北
区
画
軸
線
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
し
て
こ
の
道
筋
に
，
か
つ
て

北
宿
と
呼
ば
れ
た（
現
在
は
御
幸
町
界
隈
）

街
が
あ
り
，「
東
部
山
村
よ
り
の
道
路
と
，

内
田
渡
船
よ
り
の
道
路
と
此
所
に
合
し
，

名
栗
町
を
経
て
大
本
町
の
段
下
へ
降
り
羽

根
橋
を
渡
り
，
東
川
道
路
即
ち
古
老
の
今

尚
云
う
織
田
街
道
を
南
進
し
て
清
須
に
達

す
る
当
時
の
幹
線
道
路
」（『
犬
山
城
物
語
』

柴
田
貞
一　

昭
和
２
０
年
代
）
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
北
宿
は
ま
さ
に
各
街
道
が

交
わ
る
「
チ
マ
タ
」
的
な
街
と
し
て
存
在

し
，
当
地
区
で
の
中
心
的
な
街
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
た
と
も
推
定
で
き
る
。
木
之
下

城
は
そ
の
南
側
に
存
在
し
た
事
に
な
る
。

今
一
つ
の
道
は
，
現
在
の
犬
山
高
校
南

端
か
ら
日
本
紙
工
業
の
坂
を
登
り
，
外
町

に
で
る
東
南
に
傾
斜
す
る
軸
線
で
あ
る

（
坂
下
筋
）。
現
在
は
こ
の
延
長
上
に
徳
授

寺
の
「
赤
門
」
が
存
在
し
て
い
る
が
，
そ

の
ま
ま
進
む
と
（
現
在
は
道
が
消
失
）
東

専
正
寺
の
信
号
に
あ
た
り
，い
わ
ゆ
る「
前

原
道
」
と
つ
な
が
る
。
現
在
で
も
こ
の
坂

下
筋
と
本
町
通
り
が
交
わ
る
地
点
か
ら
道

が
急
速
に
下
降
す
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
赤
門
の
南
側
の
駐
車
場
も
一
段
下
っ

た
よ
う
な
高
低
差
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ

は
犬
山
微
高
地
そ
の
も
の
の
地
形
と
す
る

よ
り
も
木
之
下
城
を
築
城
し
た
段
階
で
の

土
地
改
変
の
名
残
と
想
定
し
た
い
。
す
な

わ
ち
こ
の
坂
下
筋
か
ら
前
原
道
に
つ
な
が

る
軸
線
が
，
一
つ
の
木
之
下
城
下
町
の
南

区
画
を
画
す
る
道
で
あ
り
，
北
側
は
名
栗

筋
を
目
安
と
考
え
た
い
。

木
之
下
城
の
イ
メ
ー
ジ
と

　
　

犬
山
城
下
町
開
発
へ
の
道
筋

以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
や
や
粗
筋
で

は
あ
る
が
，
木
之
下
城
と
そ
の
城
下
町
の

イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
み
た
い
。
ま
ず
「
は

じ
ま
り
の
地
」（
田
中
天
神
の
森
）
か
ら

移
り
住
ん
で
き
た
人
た
ち
を
中
心
と
し
て

街
（
名
栗
筋
・
北
宿
）
が
で
き
あ
が
る
。

旧
織
田
街
道
や
余
坂
道
・
前
原
道
等
が
交

わ
る
「
チ
マ
タ
」
と
し
て
の
北
宿
街
で
あ

る
。
街
の
東
側
に
は
湿
地
帯
が
広
が
っ
て

い
た
（
現
在
の
犬
山
駅
周
辺
）。
室
町
時

代
の
頃
と
推
定
し
た
い
。
こ
の
段
階
で
は

現
在
の
犬
山
城
下
町
周
辺
で
あ
る
段
丘
崖

上
は
ほ
ぼ
無
人
の
原
野
，
あ
る
い
は
巨
木

の
森
が
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
北
端
の
岩
山
に
は
こ
の
地
の
産

土
で
あ
る
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の

城
山
（
犬
山
）
針
綱
神
社
と
想
定
し
た
い

（
そ
の
界
隈
，
段
丘
下
に
は
若
干
の
集
落

が
存
在
し
て
い
た
）。
そ
し
て
文
明
年
間

に
北
宿
街
の
南
側
を
開
き
，
新
た
に
木
之

下
城
が
築
造
さ
れ
，
織
田
街
道
が
整
備
さ

れ
た
。
木
之
下
城
の
南
西
に
徳
授
寺
，
南

東
に
薬
師
寺
が
存
在
し
，
坂
下
筋
か
ら
前

原
道
も
同
時
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

と
推
定
し
た
い
。
な
お
徳
授
寺
と
木
之
下
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城
・
織
田
広
近
と
の
関
係
は
，
横
山
住
雄

の
見
解（『
徳
授
寺
史
』横
山
住
雄
）に
そ
っ

て
解
釈
し
，
木
之
下
城
築
造
期
よ
り
，
城

の
南
西
側
の
守
り
と
し
て
も
想
定
さ
れ
て

い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
木
之
下
城
は

こ
の
よ
う
に
北
に
北
宿
・
名
栗
筋
，
西
側

は
橋
爪
湿
地
帯
が
広
が
り
，
南
側
に
は
徳

授
寺
・
薬
師
寺
を
備
え
，
東
側
に
は
段
丘

崖
と
原
野
の
森
が
あ
る
要
害
と
交
通
の
要

所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。木

之
下
城
に
残
る
「
金
・
銀
明
水
」
は

北
・
東
の
丘
陵
部
か
ら
流
れ
込
む
豊
か
な

水
を
湛
え
た
湿
地
帯
が
自
然
の
ダ
ム
湖
の

よ
う
に
，豊
か
な
地
下
水
脈
を
造
り
上
げ
，

そ
れ
に
起
因
し
て
決
し
て
枯
れ
る
事
の
な

い
伝
説
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
そ
の
後
に
犬
山
城
下
町
へ
と
発
展
す
る

最
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
，
段
丘
上
の
新

た
な
開
墾
地
で
の
水
源
と
し
て
も
活
用
さ

た
。
つ
ま
り
犬
山
城
下
町
の
水
は
，
段
丘

上
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
豊
か
で
恵
ま
れ
た

水
を
保
有
す
る
，天
然
の
地
下
ダ
ム
湖（
橋

爪
湿
地
）
を
東
側
に
持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
木
之
下
城
下
町
形
成
過
程
で
，
井

戸
構
築
の
経
験
と
そ
の
歴
史
に
基
づ
く
も

の
で
も
あ
っ
た
。
木
曽
川
と
東
部
丘
陵
か

ら
湧
き
出
る
「
水
と
そ
の
水
源
」
に
恵
ま

れ
，
そ
の
地
形
的
特
徴
と
景
観
を
上
手
く

利
用
し
，「
田
中
天
神
の
森
」
か
ら
「
木

之
下
城
と
そ
の
城
下
町
」，
そ
し
て
や
が

て
犬
山
城
下
町
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
史
跡
，
残
さ

れ
た
伝
承
な
ど
を
，
街
づ
く
り
の
基
本
と

し
て
，
歴
史
に
学
び
な
が
ら
文
化
遺
産
と

そ
の
思
想
を
，
後
世
に
大
切
に
繋
げ
て
行

く
必
要
が
あ
る
。
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１　

は
じ
め
に

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、
犬

山
市
栗
栖
地
区
を
対
象
に
、
平
成
23
年
度

か
ら
継
続
し
て
文
化
遺
産
の
普
及
啓
発
事

業
「
栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
き

た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
栗
栖
地
区
に

残
る
縄
文
時
代
中
期
の
「
尾
崎
遺
跡
」
や
中

世
の
「
瀬
ノ
上
遺
跡
」
と
い
っ
た
文
化
遺
産

の
魅
力
を
地
域
へ
と
発
信
す
る
こ
と
で
、
文

化
遺
産
を
後
世
へ
残
し
、
よ
り
豊
か
な
地
域

社
会
を
築
く
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
前
年
度
ま
で
の
活
動
報
告
は
研
究
紀

要「
邇
波
」第
2
号
に
報
告
し
た
。
こ
こ
で
は
、

平
成
27
年
度
の
活
動
を
報
告
す
る
。

２　

活
動
報
告

（
１
）
事
業
の
目
的

栗
栖
地
区
周
辺
の
木
曽
川
河
岸
に
は
、
広

く
チ
ャ
ー
ト
の
地
層
が
分
布
し
て
い
る
。

1
9
8
0
年
代
、
こ
う
し
た
チ
ャ
ー
ト
の
地

層
か
ら
放
散
虫
の
微
化
石
を
取
り
出
す
技
術

が
確
立
さ
れ
、
分
析
が
進
ん
だ
結
果
、
古
生

代
と
さ
れ
て
い
た
地
層
が
中
生
代
の
も
の
で

あ
る
と
確
認
さ
れ
、
学
会
で
も
非
常
に
注
目

さ
れ
た
。
ま
た
、
栗
栖
地
区
で
は
1
9
5
1

年
に
、
中
生
代
を
代
表
す
る
化
石
で
あ
る
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
は
、
学
術
的
に
だ
け

で
な
く
、
栗
栖
と
い
う
地
域
を
考
え
る
上
で

も
重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
今
年
度
の
栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
う
し
た
栗
栖
地
区
の
自
然
・
地
質
に
関
わ

る
文
化
遺
産
を
題
材
に
、
栗
栖
小
学
校
で
の

歴
史
学
習
授
業
『
栗
栖
に
眠
る
、
太
古
の
歴

史
を
見
つ
け
よ
う
！
』
を
行
っ
た
。
以
下
に

授
業
当
日
の
活
動
を
報
告
す
る
。

（
２
）
当
日
の
様
子

授
業
は
平
成
27
年
10
月
16
日
（
木
）（
午

後
13
時
50
分
～
15
時
30
分
）
に
開
催
し
た
。

特
別
講
師
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

の
糸
魚
川
淳
二
先
生
を
お
迎
え
し
、
学
校
で

の
講
義
と
現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
。
栗
栖
小
学
校
全
校
児
童
18
名
、
先
生
方

４
名
、
地
域
住
民
の
方
３
名
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
。

ま
ず
、
小
学
校
学
習
室
に
て
、
糸
魚
川
先

生
の
講
義
を
受
け
た
。
栗
栖
の
地
形
や
、
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
発
見
、
栗
栖
周
辺
の
地
質
に

つ
い
て
な
ど
を
平
易
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
糸
魚
川
先
生
に
、
本
物
の
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
を
み
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
児

童
ら
か
ら
歓
声
が
沸
く
場
面
も
あ
っ
た
。

講
義
を
終
え
、
現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

へ
。
小
学
校
か
ら
木
曽
川
河
岸
へ
向
か
い
、

地
形
や
地
質
を
観
察
し
た
。
河
原
で
は
、
ど

の
よ
う
な
石
が
栗
栖
に
は
あ
る
の
か
を
、
実

際
に
石
を
割
っ
て
観
察
し
た
。
講
義
で
話
題

に
な
っ
た
チ
ャ
ー
ト
や
、
化
石
が
み
つ
か
り

や
す
い
石
の
種
類
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
い
た
。
授
業

最
後
に
は
先
生
よ
り
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
と
サ
メ

の
歯
の
化
石
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

今
回
の
授
業
は
、
案
内
チ
ラ
シ
を
栗
栖
地

区
内
全
戸
に
配
布
し
、
住
民
に
授
業
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
が
、
実
際
に
参
加
い
た
だ

い
た
方
は
3
名
と
少
な
か
っ
た
。
地
域
へ
の

呼
び
か
け
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。ま
た
、

行
っ
た
授
業
の
内
容
は
、
栗
栖
小
学
校
の
文

化
祭
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
き
た

歴
史
分
野
で
は
な
く
、
自
然
分
野
の
文
化
遺

産
を
取
り
扱
っ
た
が
、
多
様
な
視
点
か
ら
地

域
を
考
え
る
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
ニ

ワ
里
ね
っ
と
の
得
意
分
野
で
あ
る
「
遺
跡
」

を
メ
イ
ン
に
し
つ
つ
も
、
特
定
の
分
野
に
限

定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
分
野
・
民
俗
分

野
な
ど
あ
ら
ゆ
る
文
化
遺
産
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

謝
辞　

授
業
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
糸
魚
川
淳
二

先
生
に
は
講
師
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
。
ま
た
実
施

に
あ
っ
て
は
、
服
部
哲
也
氏
、
久
保
禎
子
氏
、
纐
纈

茂
氏
、
名
和
奈
美
氏
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
塚 

友
恵
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１　

は
じ
め
に

犬
山
焼
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
、

尾
張
犬
山
市
域
で
生
産
さ
れ
た
陶
磁
器
類

の
総
称
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

基
本
と
な
る
窯
業
生
産
体
制
は
、
文
化
七

年
（
1
8
1
0
）
に
成
立
し
、
現
在
も
地

方
窯
の
ひ
と
つ
と
し
て
小
規
模
な
が
ら
維

持
・
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
黎
明
期
に
相

当
す
る
犬
山
焼
の
特
徴
は
、
大
皿
、
大
鉢

を
は
じ
め
と
し
て
、
碗
、
瓶
な
ど
の
多
彩

な
器
種
と
そ
れ
ら
の
器
面
を
彩
る
赤
絵
や

雲
錦
手
と
呼
ば
れ
る
文
様
を
採
り
入
れ
た

上
絵
付
を
得
意
と
し
た
特
色
あ
る
存
在
感

を
示
す
点
に
求
め
ら
れ
、
瀬
戸
窯
、
美
濃

窯
、
常
滑
窯
と
い
っ
た
大
規
模
窯
業
地
を

傍
に
構
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
生
産
品
と
比

べ
て
明
ら
か
に
異
な
る
作
品
を
創
作
し
て

き
た
。

本
稿
は
、
犬
山
焼
研
究
グ
ル
ー
プ
「
犬

山
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
仮
称
）
が
実
施

し
て
い
る
資
料
調
査
の
途
中
経
過
を
踏
ま

え
、
主
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
は
じ

め
に
関
わ
る
犬
山
焼
研
究
の
現
状
と
課
題

を
ま
と
め
た
覚
書
と
し
て
提
示
す
る
も
の

で
あ
る
。

犬
山
焼
の
窯
炉
を
備
え
る
犬
山
市
は
、

尾
張
北
端
部
に
位
置
し
、
南
に
愛
知
県
小

牧
市
、
東
に
岐
阜
県
可
児
市
、
北
に
は
木

曽
川
を
は
さ
ん
で
岐
阜
県
各
務
原
市
と
坂

祝
町
が
あ
る
。
犬
山
市
域
を
中
世
以
前
の

窯
業
地
の
視
点
で
概
観
す
れ
ば
、
小
牧
市

周
辺
か
ら
展
開
す
る
尾
北
窯
の
末
端
に
、

ま
た
岐
阜
県
土
岐
市
、
多
治
見
市
、
可
児

市
に
跨
る
東
濃
窯
の
西
端
付
近
に
も
相
当

す
る
。
つ
ま
り
、
犬
山
市
の
北
部
か
ら
東

部
域
に
拡
が
る
丘
陵
は
、
窯
炉
構
築
に
適

し
た
地
形
と
陶
器
生
産
を
可
能
に
し
た
良

質
な
陶
土
を
包
含
す
る
地
層
を
備
え
て
お

り
、
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
古
代
末
期

灰
釉
陶
器
焼
成
窯
や
中
世
東
濃
型
山
茶
碗

焼
成
窯
な
ど
の
調
査
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
、
13
世
紀
後
半
か
ら
14
世

紀
前
半
を
最
後
に
、
犬
山
市
域
か
ら
は
窯

跡
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
、
次
に
示
す

今
井
・
宮
ヶ
洞
窯
跡
の
出
現
ま
で
に
は

4
0
0
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

に
な
る
。

２　

今
井
焼　

今
井
・
宮
ヶ
洞
窯
跡
は
、
犬
山
市
の
南

東
部
入
鹿
池
の
北
側
、
行
政
区
分
で
は
今

井
地
区
（
旧
今
井
村
）
に
あ
り
、
石
作
神

社
か
ら
東
側
へ
2
0
0
m
ほ
ど
離
れ
た

標
高
1
5
5
m
付
近
の
丘
陵
南
向
き
斜

面
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
窯
跡
は
、
地
元

の
郷
士
奥
村
伝
三
郎
が
創
業
に
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
記
録
も
伝
え
ら
れ
、
そ
の
存
在

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
地

元
で
は
犬
山
焼
の
創
始
段
階
と
解
釈
さ

れ
、
真
意
は
別
と
し
て
石
作
神
社
に
奉
納

さ
れ
た
狛
犬
は
宮
ヶ
洞
窯
跡
で
生
産
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
窯
跡
の
発
掘
調

犬
山
焼
研
究
に
お
け
る
現
状
と
課
題

（
公
財
）
瀬
戸
市
文
化
振
興
財
団

青
木　

修 
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査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明

と
し
な
が
ら
も
、
採
集
遺
物
の
分
析
か
ら

江
戸
時
代
の
連
房
式
登
窯
に
よ
り
生
産
さ

れ
、
１
８
世
紀
後
半
代
を
中
心
と
し
た
操

業
時
期
を
基
本
と
し
、
製
品
の
多
く
は
近

世
美
濃
窯
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
今
井
・

宮
ヶ
洞
窯
跡
の
製
品
は
、
近
世
美
濃
窯
の

基
本
器
種
に
共
通
し
て
お
り
、
今
の
と
こ

ろ
両
者
の
分
類
は
困
難
を
極
め
る
内
容
と

な
る
。
し
か
し
、
拳
骨
茶
碗
［
写
真
１
］、

徳
利
、
水
指
、
壺
な
ど
一
部
の
器
種
に
は

「
犬
山
」
銘
［
写
真
2
］
の
押
印
が
施
さ

れ
て
い
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
り
、
本

窯
跡
に
帰
属
す
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
物

的
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、

押
印
を
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
近
世
美
濃

窯
の
資
料
と
誤
認
す
る
可
能
性
も
今
の
と

こ
ろ
否
定
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
方
で
、
今
井
・
宮
ヶ
洞
窯
跡
を
近
世
美

濃
窯
の
範
疇
と
す
る
立
場
を
と
る
な
ら
、

「
犬
山
」
銘
の
押
印
の
存
在
を
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。
ま
た
、

押
印
が
示
す
「
犬
」
の
文
字
は
、
右
上
の

点
が
中
段
に
配
さ
れ

る
変
形
文
字
を
採
用

し
て
お
り
、
そ
の
解
釈

に
伴
う
検
証
作
業
の

継
続
を
必
要
と
し
て

い
る
。
従
っ
て
、今
井
・

宮
ヶ
洞
窯
跡
の
製
品

は
、
近
世
美
濃
窯
の

範
疇
で
あ
る
と
断
言

で
き
な
い
が
、
近
世

美
濃
窯
の
強
い
影
響

下
で
生
産
さ
れ
た
「
今

井
焼
」
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
異
論
は
な

い
。
な
お
、「
今
井
焼
」

と
「
犬
山
焼
」
は
、
同

じ
犬
山
の
地
で
生
産
さ
れ

た
「
や
き
も
の
」
で
あ
る

こ
と
は
相
違
な
い
が
、「
今

井
焼
」
と
赤
絵
や
雲
錦
手

を
特
徴
と
す
る
「
犬
山
焼
」

と
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

系
統
に
よ
り
成
立
し
た
生

産
内
容
を
備
え
て
い
る
。

３　

犬
山
焼

犬
山
焼
は
、
文
献
資
料

の
所
見
を
優
先
す
れ
ば
、

犬
山
城
下
上
本
町
の
商

人
・
島
屋
宗
九
郎
が
、
七

代
犬
山
城
主
成
瀬
正
寿
に

願
い
出
て
創
業
を
開
始

し
、
文
化
十
四
年
（
1
8
1
7
）
に
は
、

上
本
町
の
商
人
・
綿
屋
太
兵
衛
に
窯
株
が

譲
渡
さ
れ
、
京
都
三
条
粟
田
口
か
ら
は
陶

工
（
ロ
ク
ロ
師
職
人
）
の
藤
兵
衛
と
久
兵

衛
の
二
人
を
招
聘
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
旧
志
段
見
村
（
名
古
屋
市
守
山
区
）

出
身
の
加
藤
清
蔵
や
加
藤
虎
蔵
な
ど
も
参

加
し
た
が
、天
保
初
年
（
1
8
3
0
）
頃
、

太
兵
衛
が
撤
退
し
た
た
め
、
加
藤
清
蔵
は

城
主
成
瀬
正
寿
か
ら
の
資
金
援
助
を
受

け
、
事
実
上
の
窯
主
と
な
り
、
松
原
惣
兵

衛
の
協
力
の
も
と
操
業
が
継
続
さ
れ
た
。

ま
た
、
天
保
六
年
（
1
8
3
6
）
に
は
、

後
に
赤
絵
師
と
し
て
活
躍
す
る
道
平
、
天

保
七
年
（
1
8
3
7
）
に
は
細
工
師
で
あ

る
兼
松
所
介
も
参
加
し
て
い
る
。
創
業
か

ら
四
半
世
紀
の
間
の
状
況
は
、
こ
の
よ
う

な
経
緯
で
た
ど
る
が
、
窯
株
は
商
人
で
あ

る
島
屋
宗
九
朗
か
ら
綿
屋
太
兵
衛
、
そ
し

て
陶
工
の
加
藤
清
蔵
へ
と
渡
り
、
見
方
を

変
え
れ
ば
経
営
状
態
が
不
安
定
で
あ
っ
た

と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
島
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屋
宗
九
郎
と
綿
屋
太
兵
衛
の
時
代
の
生
産

内
容
は
、
犬
山
焼
の
特
徴
で
も
あ
る
赤
絵

製
品
を
含
め
、
全
く
解
明
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
犬
山
焼

の
窯
炉
と
さ
れ
る
丸
山
窯
跡
は
、
国
宝
犬

山
城
か
ら
東
へ
1
.
2
㎞
ほ
ど
離
れ
た

標
高
90
ｍ
前
後
の
丘
陵
南
向
き
斜
面
に
立

地
し
て
い
る
。
窯
跡
は
、
昭
和
55
年
に
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、『
犬
山
市
史　

史

料
編
三
』（
1
9
8
3
）
に
調
査
の
概
要

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
窯
跡
の

全
体
図
や
遺
構
図
面
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
点
、
調
査
の
記
録
類
や
出
土
資
料
が
所

在
不
明
と
な
っ
て
い
る
点
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
検
証
作
業
を
行
う
上
で
最
大
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
犬
山
焼
の

研
究
は
、
文
献
と
伝
世
資
料
を
中
心
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
が
、
犬
山
焼
の

紀
年
銘
資
料
は
少
な
く
、
帰
属
時
期
の
根

拠
は
あ
ま
り
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
一
方
で
、
伝
世
品
の
箱
書
に
注

目
す
れ
ば
、
天
保
八
年
（
1
8
3
7
）
銘

の
赤
絵
大
皿
（
個
人
蔵
）［
写
真
3
］
が

最
も
古
い
事
例
と
し
て
確
認
で
き
、
赤
絵

師
・
道
平
が
犬
山
焼
に
参
加
す
る
以
前
、

つ
ま
り
天
保
六
年
を
遡
る
作
品
は
今
の
と

こ
ろ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
他
、
天

保
十
二
年
（
1
8
4
1
）
の
資
料
は
、
針

綱
神
社
の
赤
絵
御
神
酒
瓶
子
（
一
対
）［
写

真
4
］、
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
が
所
蔵
す

る
赤
絵
玉
取
獅
子
大
皿
と
赤
絵
馬
上
杯
、

未
確
認
で
あ
る
が
満
蔵
院
の
赤
絵
御
神
酒

瓶
子
（
一
対
）
と
狛
犬
も
こ
れ
に
相
当

す
る
。
ま
た
、
弘
化
三
年
（
1
8
4
6
）

の
赤
絵
小
皿
（
個
人
蔵
）、
慶
応
四
年

（
1
8
6
8
）
の
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
が

所
蔵
す
る
雲
錦
手
徳
利
な
ど
の
資
料
も
認

め
ら
れ
る
。
た
だ
、安
政
年
間（
1
8
5
4

～
1
8
5
9
）
に
相
当
す
る
も
の
が
皆

無
で
あ
り
、
安
政
元
年
（
1
8
5
4
）
に

発
生
し
た
大
地
震
に
よ
る
犬
山
周
辺
へ
の

影
響
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
中
で
、
胴
部
に
銘
が
あ
る
針
綱

神
社
の
赤
絵
御
神
酒
瓶
子
一
対
を
詳
し
く

紹
介
す
る
。願
主
は「
市
橋
平
右
衛
門
」で
、

犬
山
城
下
練
屋
町
の
越
後
屋
当
主
に
相
当

す
る
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。陶
師（
ロ

ク
ロ
師
）は「
清
蔵
」（
加
藤
清
蔵
）と「
惣

兵
衛
」（
松
原
惣
兵
衛
）、赤
画
師（
赤
絵
師
）

は
「
道
平
」
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
ロ

ク
ロ
師
に
は
二
人
の
名
前
が
併
記
さ
れ
て

い
る
が
、
清
蔵
は
窯
主
と
し
て
の
位
置
付

け
と
考
え
ら
れ
、
惣
兵
衛
が
ロ
ク
ロ
で
瓶

子
を
成
形
し
、
道
平
が
上
絵
を
施
し
た
と

推
測
で
き
る
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

さ
て
、
犬
山
焼
に
お
け
る
幕
末
の
動

向
も
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
慶
応
三
年
（
1
8
6
７
）
に
は
、

瓦
師
の
尾
関
作
十
郎
が
加
藤
清
蔵
か
ら
窯

株
を
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
初
代
尾

関
作
十
郎
と
し
て
陶
器
生
産
を
開
始
し

た
。
明
治
二
年
（
1
8
6
9
）
に
は
、
瀬

戸
窯
の
加
藤
善
治
を
主
任
と
し
て
招
聘

し
、
犬
山
焼
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
窯
株
を
手
放
し
た

後
、
加
藤
清
蔵
と
松
原
惣
兵
衛
は
ど
の
よ

う
に
操
業
に
携
わ
っ
て
い
た
か
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
明
治
四
年

（
1
8
7
1
）
の
廃
藩
置
県
、
明
治
五
年

（
1
8
7
2
）
に
は
窯
株
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
犬
山
焼
の
生
産
は
途
絶
え
た
と
す
る

考
え
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

新
政
府
の
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
明
治

九
年
（
1
9
8
7
）、
愛
知
県
庁
か
ら
二

代
尾
関
作
十
郎
に
発
給
し
た
「
陶
器
焼
竈

免
許
鑑
札
」
及
び
「
瓦
焼
竈
免
許
鑑
札
」

［
写
真
５
・６
］の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、

陶
器
と
瓦
生
産
の
兼
業
体
制
で
再
建
し
、

明
治
十
年
（
1
8
8
8
）、
東
京
上
野
公

園
で
開
催
さ
れ
た
第
1
回
内
国
勧
業
博
覧
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会
に
は
、
早
く
も
犬
山
陶
器
が
出
品
さ
れ

て
い
る
［
写
真
7
］。
つ
ま
り
、
窯
株
の

廃
止
に
よ
り
近
世
的
な
封
建
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
資
本
主
義
の
も
と
自
由
な
経
営
が

可
能
と
な
り
、
む
し
ろ
犬
山
焼
生
産
は
途

絶
え
る
こ
と
な
く
新
体
制
へ
向
け
て
の
操

業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

４　

犬
山
焼
研
究
の
現
状
と
課
題

近
世
の
犬
山
焼
は
、
明
時
代
の
中
国
陶

磁
や
江
戸
時
代
後
半
の
京
焼
な
ど
に
見
ら

れ
る
文
様
の
模
倣
か
ら
赤
絵
や
雲
錦
手
な

ど
の
上
絵
付
を
施
す
こ
と
に
よ
り
器
の
中

に
雅
な
世
界
を
演
出
し
、
地
方
窯
と
し
て

の
空
間
の
中
で
時
代
ご
と
の
影
響
を
受
け

つ
つ
需
要
に
応
じ
た
高
級
食
器
生
産
を

行
っ
て
き
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

こ
れ
を
犬
山
焼
の
伝
統
と
い
う
言
葉
に
置

き
換
え
る
な
ら
、
赤
絵
や
雲
錦
手
な
ど
の

卓
越
し
た
上
絵
付
に
み
る
先
人
た
ち
の
技

術
を
最
優
先
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ

り
、
今
日
も
な
お
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承

さ
れ
て
き
た
か
を
改
め
て
問
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
時
代

の
は
じ
め
に
か
け
て
激
動
と
言
わ
れ
る
社

会
情
勢
の
中
に
あ
り
、
犬
山
焼
の
操
業
に

も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た

こ
と
は
先
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

廃
窯
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
初
代
尾
関
作
十
郎
と
特
に
二
代
目

尾
関
作
十
郎
の
存
在
が
大
き
く
、
豊
富
な

資
金
は
基
よ
り
、
経
営
者
と
し
て
の
高
い

資
質
を
備
え
、
安
定
し
た
需
要
の
見
込
ま

れ
る
瓦
生
産
を
兼
業
し
た
結
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
尾
関
家
が
取
り
組
む
近
代

の
犬
山
焼
は
、
伝
統
的
な
意
匠
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
も
、
資
本
主
義
の
も
と
自
由
な

生
産
体
制
を
可
能
と
し
、
個
性
的
な
発
想

で
創
作
が
行
わ
れ
、
需
要
す
る
階
層
も
近

世
と
比
べ
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
た
だ
、
犬
山
焼
の
流
通
に
関

し
て
は
具
体
的
な
事
例
か
ら
考
察
し
た
研

究
は
皆
無
に
等
し
く
、
近
世
か
ら
近
代
は

じ
め
に
限
れ
ば
、
発
掘
に
伴
う
考
古
学
的

資
料
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
で

き
て
い
な
い
。
仮
に
、
流
通
に
関
し
て
犬

山
城
主
成
瀬
の
指
示
を
受
け
、
尾
張
藩
を

介
し
た
体
制
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
、
成

瀬
家
文
書
か
ら
相
応
の
記
述
は
今
の
と
こ

ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
成
瀬
家
に

伝
わ
る
犬
山
焼
も
ほ
と
ん
ど
公
表
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近

世
窯
業
地
の
中
で
、
犬
山
焼
研
究
に
つ
い

て
は
、大
き
く
遅
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
前
か
ら
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
犬
山

焼
を
文
化
遺
産
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

犬
山
焼
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
急
務
で

あ
り
、
史
実
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
作

品
を
検
証
し
具
体
的
な
評
価
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
本
稿
に
掲
載
し
た
資
料
の
所

蔵
者
で
あ
る
針
綱
神
社
、尾
関
作
十
郎
氏
、

橋
本
道
廣
氏
に
は
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
た
写
真

は
、
す
べ
て
中
野
耕
司
（
N
P
O
法
人

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

会
員
）
が
撮
影
し
、
内
容
の
検
証
に

は
井
上
あ
ゆ
こ
（
犬
山
市
文
化
史
料
館
）、

佐
久
間
真
子
（
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
）
の

協
力
を
得
た
。
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【
一　

は
じ
め
に　

】

犬
山
焼
は
、
文
献
に
よ
り
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
創
業
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
代
表
的
な
作
品
に
は
「
赤
絵
」

と
「
雲
錦
手
」
が
あ
る
。
赤
絵
は
紀
年
銘

な
ど
か
ら
、天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
代
）

に
は
生
産
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
雲
錦
手
の
帰
属
年
代
を
示
す

資
料
は
幕
末
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
犬
山
焼
に
お
け
る
赤
絵

と
雲
錦
手
の
文
様
に
つ
い
て
分
類
し
、
絵

付
技
法
や
図
案
の
変
遷
を
通
じ
て
紹
介
す

る
。
ま
た
、
犬
山
焼
の
成
立
に
関
る
資
料

と
し
て
も
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
二　

犬
山
焼
の
歴
史　

】

犬
山
の
今
井
で
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一

～
一
七
六
四
）
に
、
奥
村
伝
三
郎
が
創
業

し
た
窯
で
製
作
し
た
陶
器
を
今
井
焼
と
称

し
た
。
今
井
焼
に
は
「
犬
山
」
の
押
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
犬
山
焼
の
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
た
。
灰
釉
・
飴
釉
・
瑠
璃

釉
・
鉄
釉
な
ど
を
施
し
た
陶
器
で
、
犬
山

市
指
定
有
形
文
化
財
の
「
今
井
焼 

水
甕
」

に
は
菊
流
水
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
窯
が

廃
窯
後
、
約
三
十
年
を
経
て
、
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
犬
山
城
下
、
上
本
町
の

商
人
で
あ
る
島
屋
宗
九
郎
が
、
余
坂
村
丸

山
新
田
（
現
在
の
犬
山
市
丸
山
）
で
開
窯

し
た
。
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
宗

九
郎
に
代
わ
り
窯
主
と
な
っ
た
上
本
町
の

商
人
・
綿
屋
太
兵
衛
は
、
京
都
粟
田
口
か

ら
陶
工
の
藤
兵
衛
と
久
兵
衛
を
招
い
た
。

創
業
か
ら
約
三
〇
年
間
の
犬
山
焼
絵
付

け
に
関
す
る
明
確
な
資
料
は
な
く
、
そ
の

作
風
は
不
明
で
あ
る
。

【
三　

赤
絵　

】

犬
山
焼
の
魅
力
は
写
し
か
ら
生
ま
れ
た

独
自
の
文
様
に
あ
る
。
呉
州
赤
絵
が
中
国

か
ら
九
州
に
伝
わ
り
、
模
倣
を
重
ね
続
け

て
流
通
し
て
い
っ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け

た
結
果
、
図
案
は
『
図
１
』
の
よ
う
に
簡

素
化
し
て
い
る
。
文
様
に
は
獅
子
・
龍
・

鳳
凰
・
花
・
鳥
を
中
心
と
し
、
他
に
も
吉

祥
文
様
な
ど
が
『
図
２
』
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
。『
図
２
』
⑧
は
蜂
の
よ
う
に

も
見
え
る
が
、『
図
３
』
に
あ
る
一
七
世

紀
後
半
の
有
田
焼
の
文
様
に
多
く
見
ら
れ

る
蟋
蟀
に
分
類
し
た
。
簡
素
化
に
よ
り
、

蟋
蟀
の
特
徴
的
な
後
足
が
省
略
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
蟋
蟀
を
闘
わ
せ
て

楽
し
む
伝
統
的
昆
虫
相
撲
の
闘
蟋
（
と
う

し
つ
）
が
あ
り
、
日
本
で
は
鳴
き
声
が
好

ま
れ
枕
草
子
や
童
謡
に
も
登
場
す
る
人
気

犬
山
焼
の
魅
力

　
　
―
犬
山
焼
文
様
の
分
類
と
考
察
―

犬
山
市
文
化
史
料
館

井
上 

あ
ゆ
こ 
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▶ 図２
①麒麟　②獅子
③海老　④鯉　
⑤孔雀　⑥蓮
⑦芙容　⑧蟋蟀
⑨龍　　⑩鳳凰
⑪兎　　⑫双魚　
⑬鴛鴦　⑭蘭

▼ 図３

▼ 図４
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の
昆
虫
で
あ
る
。

犬
山
焼
の
赤
絵
に
見
ら
れ
る
基
本
的
な

絵
具
は
赤
・
緑
・
黒
で
あ
る
。
色
調
を
分

類
す
る
と
、
黒
・
赤
（
臙
脂
・
朱
）・
緑
（
深

緑
・
緑
青
・
白
青
・
黄
緑
）・
青
（
群
青
・

白
群
・
青
・
水
色
）・
黄
・
紫
で
あ
る
。

犬
山
焼
の
陶
画
研
究
者
に
近
藤
清
九
郎

（
一
八
三
〇
～
一
八
八
九
）
が
い
る
。
清

九
郎
は
犬
山
藩
士
で
、
写
本
や
絵
図
面
の

作
成
任
務
に
も
当
た
り
、
多
く
の
資
料
や

画
帖
が
遺
る
。
画
に
お
い
て
は
日
本
画
家

の
寺
島
華
渓
に
師
事
し
、
狩
野
派
に
学
ん

だ
。
犬
山
焼
窯
主
・
尾
関
作
十
郎
の
元
に

通
い
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩

置
県
後
は
「
秀
胤
」
と
改
名
し
本
格
的
な

陶
画
研
究
を
行
っ
た
。
日
本
各
地
の
陶
磁

器
の
絵
付
け
か
ら
、
建
築
装
飾
、
裂
文

様
、
書
院
紙
な
ど
参
考
資
料
と
し
て
多
く

の
文
様
を
模
写
し
て
い
る
。
秀
胤
の
草
稿

は
犬
山
市
文
化
史
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
。
秀
胤
に
関
す
る
資
料
は
犬
山
市
史
の

編
纂
の
た
め
に
近
藤
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

資
料
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

愛
知
県
史
編
纂
に
伴
う
調
査
で
、
尾
関
家

か
ら
同
様
の
図
案
冊
子
「
犬
山
焼
陶
器
画

帖
」
が
発
見
さ
れ
た
。
秀
胤
の
草
稿
や
画

帖
は
、
犬
山
焼
に
描
か
れ
る
簡
略
化
さ
れ

た
図
案
の
原
形
を
判
断
す
る
貴
重
な
資
料

と
な
る
。
犬
山
焼
赤
絵
に
は
、
平
皿
類
の

体
部
外
面
に
特
徴
的
な
文
様
が
多
く
見
ら

れ
る
。
筆
記
体
の
よ
う
な
文
様
で
、『
図

４
』
①
に
あ
る
秀
胤
画
帖
の
龍
文
様
構
図

と
類
似
し
て
い
る
。
龍
文
様
は
簡
略
化
し

て
写
し
続
け
た
結
果
、『
図
４
』
③
の
よ

う
に
原
案
を
留
め
な
い
表
現
と
な
っ
た
。

ま
た
、『
図
５
』
の
よ
う
に
体
部
外
面
は

簡
略
化
し
た
文
様
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
内
面
は
緻
密
な
表
現
と
な
っ
て



▼ 図５
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い
る
。
全
体
に
複
雑
な
文
様
や
量
産
品
の

小
皿
な
ど
、
見
込
み
と
周
辺
の
装
飾
文
様

の
筆
跡
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
作
品
も

少
な
く
な
い
。
お
そ
ら
く
、
大
量
生
産
に

対
応
す
る
た
め
、
絵
付
け
も
分
業
し
て
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
四　

文
様
の
モ
デ
ル　

】

犬
山
焼
に
は
い
く
つ
か
謎
の
文
様
が
登

場
す
る
。
そ
う
い
っ
た
文
様
の
原
形
モ
デ

ル
を
探
る
も
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

『
図
６
』
①
に
示
し
た
、
珊
瑚
の
よ
う

な
枝
分
か
れ
し
た
文
様
が
あ
る
。
秀
胤
が

京
都
で
模
写
し
た
草
稿
の
一
つ
に『
図
６
』

②
の
よ
う
な
類
似
し
た
図
案
が
あ
り
、
こ

の
モ
デ
ル
と
な
る
の
は
『
図
６
』
③
の
海

松
（
み
る
）
と
い
う
海
藻
の
一
種
で
あ
る
。

海
松
は
古
く
か
ら
神
社
や
神
棚
に
備
え
る

神
饌
や
、
平
安
貴
族
の
衣
装
文
様
に
も
見

ら
れ
、
陶
磁
器
の
図
案
と
し
て
も
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
図
６
』
④
⑤
の
よ
う
に
、
赤
丸
に
黄

緑
の
節
足
状
の
突
起
が
四
～
六
本
付
き
、

周
辺
は
深
緑
で
花
弁
状
の
装
飾
が
施
さ
れ

る
文
様
が
あ
る
。
他
の
犬
山
焼
に
も
度
々

登
場
す
る
文
様
で
あ
る
。
中
国
呉
州
赤
絵

で
は
吉
祥
文
様
の
一
つ
に
「
蓑
亀
」
が
あ

る
。
蓑
亀
と
は
『
図
６
』
⑥
の
よ
う
に
甲

羅
に
藻
が
生
え
た
亀
で
、
長
寿
の
象
徴
と

し
て
多
く
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
『
図
６
』

④
⑤
文
様
は
蓑
亀
の
可
能
性
も
あ
る
。
た

だ
、
突
起
の
本
数
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
今
後
の
調
査
で
も
考
察
し
て
い
き
た

い
。

【
五　

染
付　

】

ま
た
、
犬
山
焼
に
は
呉
州
を
用
い
た
も

の
が
あ
る
。中
国
の
呉
州
赤
絵
や
染
付
は
、

一
七
世
紀
初
め
に
九
州
へ
伝
わ
り
、
有
田

で
模
写
さ
れ
た
。
文
様
の
中
に
は『
図
７
』
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▼ 図９
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①
②
の
よ
う
な
図
案
で
水
辺
の
鳥
を
描
い

た
も
の
も
多
く
、
磁
器
の
素
地
と
染
付
彩

料
の
青
を
用
い
て
白
さ
を
表
現
し
て
い

る
。
犬
山
焼
の
染
付
の
多
く
は
、
淡
い
色

調
で
大
胆
な
筆
遣
い
の
絵
付
け
が
施
さ
れ

る
。
こ
こ
で
も
図
案
の
簡
略
化
が
認
め
ら

れ
、『
図
７
』
②
で
は
鳥
類
で
あ
る
こ
と

す
ら
判
別
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
磁

器
文
様
に
も
多
く
使
わ
れ
る
白
鷺
と
思
わ

れ
る
。『
図
７
』
③
の
秀
胤
筆
陶
器
図
案

に
も
白
鷺
の
草
稿
が
見
ら
れ
る
。

【
六　

雲
錦
手　

】

雲
錦
手
は
「
吉
野
山
の
桜
は
霞
か
と
ぞ

見
え
、
竜
田
川
の
紅
葉
は
錦
の
ご
と
し
」

の
意
か
ら
、
霞
を
桜
に
、
錦
を
紅
葉
と
し

て
描
い
た
図
案
で
あ
る
。
雲
錦
手
の
絵
具

に
は
赤
・
緑
・
白
・
銹
色
な
ど
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
鉄
を
用
い
た
釉
下
彩
は
茶
系

の
銹
色
に
発
色
し
、
樹
木
の
表
現
に
使
わ

れ
る
。
ま
た
、
口
縁
部
に
無
造
作
な
筆
致

で
銹
色
を
施
す
口
銹
が
あ
る
。『
図
８
』

①
の
よ
う
に
、桜
花
と
紅
葉
の
多
く
は
白
・

緑
・
赤
の
順
で
呈
色
さ
れ
て
お
り
、
特
に

雲
錦
手
の
緑
系
は
、
深
緑
が
多
い
赤
絵
に

比
べ
て
、
緑
青
や
白
緑
の
穏
や
か
な
色
調

で
あ
る
。

桜
と
紅
葉
の
樹
木
は
高
台
周
辺
か
ら
内

側
面
に
向
か
っ
て
伸
び
、
見
込
み
を
隔
て

て
対
を
成
す
構
図
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
桜
花
は
、
白
・
緑
・
赤
で
『
図
⑧
』

②
の
よ
う
に
三
点
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
一
単
位
と
し
て
枝
に
散
り
ば
め
て

い
る
。
三
点
の
表
現
に
よ
り
全
体
の
配
置

が
安
定
し
て
い
る
。
葉
脈
は
呈
色
の
後
、

針
金
状
の
工
具
を
使
用
し
た
搔
き
落
と
し

技
法
で
『
図
８
』
③
の
よ
う
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。

【
七　

雲
錦
手
の
分
類　

】

犬
山
焼
の
雲
錦
手
は
主
に
紅
葉
の
形
状

か
ら
『
図
９
』
の
よ
う
に
四
種
類
に
分
類

し
た
。

《
ａ
類
》
最
も
多
く
見
ら
れ
る
紅
葉
の
形

で
あ
る
。

《
ｂ
類
》
非
常
に
深
い
切
れ
込
み
が
見
ら

れ
る
紅
葉
で
、
丸
み
の
あ
る
葉
先
か
ら
一

筋
の
尖
り
が
出
て
い
る
。

《
ｃ
類
》
楓
の
雲
錦
手
で
あ
る
。
五
つ
に

分
か
れ
た
葉
が
ａ
類
よ
り
膨
ら
ん
で
お

り
、
切
り
込
み
が
浅
い
。

《
ｄ
類
》
非
常
に
丸
み
を
帯
び
た
梅
の
よ

う
な
楓
で
あ
る
。

【
八　

お
わ
り
に　

】

犬
山
焼
雲
錦
手
の
紅
葉
は
、
葉
先
が
五

つ
に
分
か
れ
、
赤
系
と
緑
系
の
二
色
を
一

本
の
樹
木
に
描
く
こ
と
が
多
い
。
特
に
緑

系
の
紅
葉
は
、
深
緑
・
白
・
黄
を
調
合
し

て
緑
青
・
白
緑
・
黄
緑
な
ど
華
や
か
な
色

に
変
化
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
紅
葉
の
形

状
の
分
類
は
、
陶
工
・
絵
付
師
・
製
作
年

代
を
判
断
す
る
基
準
と
な
り
得
る
部
分
も

あ
る
。
引
き
続
き
検
証
作
業
を
続
け
て
い

き
た
い
。
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１
．
は
じ
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
平
成

24
年
度
よ
り
「
犬
山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
愛
称
に
て
犬
山
市
文
化
遺
産
活
用
活
性

化
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
は

全
7
冊
の
「
犬
山
た
び
」
と
し
て
わ
か
り

や
す
い
形
で
公
開
し
た
。
ま
た
、
こ
の
悉

皆
調
査
で
は
新
規
の
遺
跡
を
発
見
す
る
こ

と
に
も
な
り
、
入
鹿
池
周
辺
の
古
墳
に
つ

い
て
は
研
究
紀
要
「
邇
波
」
に
て
報
告
し

た
（
註
１
）。
今
回
は
犬
山
市
北
部
の
栗

栖
地
区
～
城
東
地
区
に
ま
た
が
る
大
平
山

（
2
7
3
ｍ
）
中
腹
・
山
麓
の
古
墳
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

現
在
、
大
平
山
南
斜
面
に
て
「
埋
蔵
文

化
財
周
知
の
包
蔵
地
」
と
し
て
愛
知
県
の

遺
跡
地
図
（
註
2
、
文
献
１
。
以
後
、「
県

遺
跡
地
図
」
と
略
記
す
る
）
に
登
録
さ
れ

て
い
る
古
墳
は
、
大
平
山
1
号
墳
、
大
平

山
2
号
墳
、
善
師
野
1
号
墳
、
善
師
野
2

号
墳
、
小
野
洞
1
号
墳
、
永
洞
古
墳
、
右

近
塚
、左
近
塚
で
あ
る（
図
１
）。
し
か
し
、

1
9
7
2
年
に
愛
知
県
立
犬
山
高
校
地

歴
ク
ラ
ブ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
地
歴
学
報

第
9
号
』（
文
献
2
。
以
後
、「
学
報
９
」

と
略
記
す
る
）、
同
じ
く
1
9
7
2
年
に

犬
山
市
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
発

掘
調
査
報
告
書
『
十
三
塚
古
墳　

熊
野
神

社
第
1
号
墳
』（
文
献
3
。
以
後
、「
古
墳

報
告
書
」
と
略
記
す
る
）
に
は
こ
の
ほ
か

に
も
い
く
つ
か
の
古
墳
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
加
え
て
今
回
の
悉
皆
調
査
で
も
古
墳

の
可
能
性
あ
る
新
規
の
地
点
を
い
く
つ
か

確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
①
「
県

遺
跡
地
図
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
古
墳
、

②
「
県
遺
跡
地
図
」
未
掲
載
な
が
ら
他
の

文
献
で
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
古

墳
、
③
今
回
新
規
に
可
能
性
を
指
摘
す
る

古
墳
の
３
つ
に
分
け
て
現
況
を
整
理
し
報

告
し
て
お
く
。

２
．「
県
遺
跡
地
図
」
に

　
　
　

登
録
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
現
状

（
１
）
大
平
山
1
号
墳
、
大
平
山
2
号
墳

大
平
山
1
号
墳
は
標
高
2
7
3
ｍ
の

大
平
山
山
頂
直
下
の
南
斜
面
に
、
ま
た
大

平
山
2
号
墳
は
1
号
墳
よ
り
数
百
メ
ー
ト

ル
南
西
に
下
が
っ
た
尾
根
上
に
立
地
す

る
。
ど
ち
ら
も
直
径
20
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
と

思
わ
れ
、
南
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
を

埋
葬
施
設
と
す
る
。
石
室
上
の
墳
丘
盛
土

は
流
出
し
、
天
井
石
が
露
頭
し
て
い
た
り

石
室
内
に
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
状
況
で
は

あ
る
が
、全
体
的
に
は
よ
く
残
っ
て
い
る
。

昭
和
50
年
代
、
横
穴
式
石
室
の
現
況
測
量

調
査
が
実
施
さ
れ
、
測
量
図
は
犬
山
市
史

（
文
献
4
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

現
地
に
は
説
明
看
板
等
が
な
い
た
め
、
ハ

イ
カ
ー
が
多
い
散
策
路
上
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
と
気
が
付

く
人
は
少
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
石
室
の

空
間
内
に
は
ご
み
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
説
明
版
の
設
置
が
早
急

に
望
ま
れ
る
。
な
お
、「
県
遺
跡
地
図
」

の
大
平
山
1
号
墳
の
マ
ー
ク
位
置
は
南
へ

ズ
レ
て
お
り
、
実
際
は
よ
り
山
頂
に
近
い

（
図
２
参
照
）。

（
２
）善
師
野
1
号
墳　

、善
師
野
2
号
墳
、

小
野
洞
1
号
墳

善
師
野
2
号
墳
は
「
学
報
９
」
と
「
古

墳
報
告
書
」
で
は
大
平
山
3
号
墳
、
善
師

野
1
号
墳
は
「
学
報
９
」
で
は
大
平
山
4

号
墳
と
さ
れ
る
。
2
号
墳
は
伏
屋
集
落
の

西
側
に
、
善
師
野
1
号
墳
は
大
平
山
南
東

麓
の
谷
地
形
の
地
点
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
現
地
踏
査
で
は
ど
ち

ら
の
地
点
で
も
古
墳
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
両
古
墳
と
も
埋
葬
施
設
に
家
形
石
棺

が
内
蔵
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
周

辺
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
存
否
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
破
壊
の
情
報
も
な
い
た
め

現
状
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今

後
と
も
継
続
し
て
確
認
調
査
を
進
め
た

い
。小

野
洞
1
号
墳
は
1
9
8
8
年
犬
山

市
教
育
委
員
会
の
発
掘
調
査
後
消
滅
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
未
報
告
で
あ

り
詳
細
は
確
認
で
き
な
い
。「
県
遺
跡
地

大
平
山
周
辺
の

　
　
古
墳
踏
査
成
果
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

服
部　

哲
也



 ◀図 1「愛知県遺跡地
図（Ⅰ）尾張地区」

４大平山 1 号墳　
５大平山２号墳
６善師野 1 号墳　
７善師野 2 号墳
22 小野洞 1 号墳　
23 永洞古墳
24 右近塚古墳　
25 左近塚古墳

27

図
」
で
の
位
置
は
現
在
の
ひ
ば
り
ヶ
丘
公

園
内
で
あ
り
、
保
存
が
で
き
そ
う
な
位
置

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
現
状
で
も

古
墳
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
３
）
永
洞
古
墳

昭
和
９
年
、
畑
開
墾
中

に
家
形
石
棺
が
偶
然
発
見

さ
れ
た
こ
と
で
、
存
在
が

明
ら
か
と
な
っ
た
古
墳
で

あ
る
。
石
棺
の
周
辺
に
は

石
室
に
ふ
さ
わ
し
い
石
材

が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
小
型
の
石
材
に
よ
る

礫
槨
も
し
く
は
石
棺
の
直

葬
と
思
わ
れ
る
。
石
棺
発

見
時
に
は
当
時
愛
知
県
史

跡
名
勝
保
存
主
事
で
あ
っ

た
小
栗
鉄
次
郎
が
駆
け
つ

け
調
査
を
行
っ
て
い
る

（
文
献
７
）
が
、
そ
の
後

の
石
棺
の
処
置
に
つ
い
て

は
「
厚
く
古
墳
主
の
霊
を

祀
り
た
い
」
と
の
地
元
住

民
に
賛
意
を
表
し
、
現
地

へ
の
直
の
埋
め
戻
し
を
認

め
て
い
る
。
そ
の
時
に
「
出
来
る
な
ら
ば

発
掘
の
由
来
を
記
し
た
碑
を
建
て
永
く
後

世
に
伝
え
る
様
希
望
し
た
」
こ
と
が
報
文

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
小
栗
の
言

を
守
っ
て
今
も
竹
林
中
に
説
明
看
板
が
立

つ
。
墳
丘
盛
土
が
な
い
た
め
古
墳
を
目
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
説
明
看
板
が

立
つ
た
め
石
棺
出
土
地
点
は
現
在
も
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。
忘
れ
去
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、

地
元
の
努
力
が
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え

て
い
る
好
例
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
県
遺
跡
地
図
」
の
永
洞
古
墳

の
マ
ー
ク
位
置
は
、
実
際
よ
り
も
東
へ
ズ

レ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。

（
４
）
右
近
塚
、
左
近
塚

ま
ず
古
墳
の
位
置
を
整
理
す
る
が
、「
県

遺
跡
地
図
」
24
番
右
近
塚
の
地
点
は
、「
学

報
９
」・「
古
墳
報
告
書
」・「
犬
山
市
史
」

と
も
に
左
近
塚
と
さ
れ
る
位
置
に
近
い
。

一
方
「
県
遺
跡
地
図
」
25
番
の
地
点
は
他

の
文
献
で
の
マ
ー
ク
は
な
く
、
現
状
で
も

古
墳
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、「
学
報

９
」・「
古
墳
報
告
書
」
で
光
塚
と
さ
れ
る

の
が
図
２
の
24
番
地
点
で
あ
る
。
明
治
時

代
刊
行
の
『
尾
張
名
所
図
会
』（
文
献
８
）

に
も
同
様
な
位
置
関
係
で
「
左
近
塚
」
と

「
光
り
塚
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
う
や
ら
「
県
遺
跡
地
図
」
24
番
の
右
近

塚
は
光
塚
の
こ
と
で
あ
り
、
南
北
の
２
古

墳
は
北
に
光
塚
（
右
近
塚
）
南
に
左
近
塚

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
註
3
）。

従
っ
て
、「
県
遺
跡
地
図
」
の
右
近
塚
、

左
近
塚
２
地
点
は
、
位
置
が
下
方
に
ず
れ

て
ド
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て

お
き
た
い
（
図
2
参
照
）。

た
だ
、
1
9
8
0
年
代
ま
で
は
光
塚

と
呼
ん
で
い
た
古
墳
が
な
ぜ
右
近
塚
と

な
っ
た
の
か
は
今
回
の
調
査
で
は
明
ら
か

に
で
き
な
か
っ
た
。
右
近
塚
と
呼
ば
れ
た

古
墳
が
別
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
事

実
「
学
報
９
」
で
は
、「
妙
感
寺
古
墳
が

右
近
塚
と
言
わ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
県
遺
跡
地

図
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
公
式
な

遺
跡
名
と
な
っ
た
「
右
近
塚
」
の
方
が
、

昔
か
ら
の
呼
称
「
光
塚
」
に
変
わ
っ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
（
註
4
）
で
あ

り
、
是
非
を
問
う
た
め
に
も
今
後
も
聞
き

取
り
調
査
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。さ
て
、

両
古
墳
は
「
県
遺
跡
地
図
」
で
は
残
存
と

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
住
宅

地
内
に
埋
も
れ
て
お
り
、
古
墳
の
痕
跡
を

地
上
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、「
県
遺
跡
地
図
」
に
登
録
さ
れ



◀ 図２ 大平山南斜面の古墳

４大平山 1 号墳　　　　　　　　　
５大平山２号墳　
６善師野 1 号墳（大平山 4 号墳）　
７善師野 2 号墳（大平山 3 号墳）　
８臼ヶ峰古墳　
９富岡 2 号墳　
10 富岡 3 号墳（永洞 3 号墳）　
11 永洞 2 号墳　
12・13・22 小野洞古墳群　
14 不明　
15 官林 1 号墳？　
23 永洞古墳　
24 光塚（右近塚古墳）　
25 左近塚古墳

●残存する古墳
△不明
●古墳の可能性ある地点
〇古墳と指摘されていた地点

28研究紀要「邇波」第３号

て
い
る
古
墳
の
う
ち
、
現
存
が
確
認
で
き

る
の
は
大
平
山
1
号
墳
、
2
号
墳
。
目
視

で
は
確
認
で
き
な
い
が
地
点
が
明
ら
か
な

の
が
永
洞
古
墳
。
存
否
不
明
が
善
師
野
1

号
墳
、
2
号
墳
。
地
表
上
は
消
失
が
小
野

洞
1
号
墳
、
右
近
塚
、
左
近
塚
と
な
っ
た
。

３
．「
県
遺
跡
地
図
」
未
掲
載
な
が
ら
、
過

去
に
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
現
状

（
１
）
小
野
洞
古
墳
群

「
古
墳
報
告
書
」
分
布
図
で
は
、
現
在

の
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
内
に
あ
た
る
場
所

に
、
古
墳
の
ド
ッ
ト
が
全
部
で
3
箇
所
記

さ
れ
て
い
る
。
う
ち
１
基
が
発
掘
調
査
後

消
滅
し
た
小
野
洞
１
号
墳
で
あ
り
、
位
置

的
に
は
13
番
か
22
番
と
思
わ
れ
る
が
確
証

は
な
い
。
現
状
で
は
ど
ち
ら
の
地
点
で
も

古
墳
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
最
も
南
東
の
12
番
地
点
は
、
公
園
と

隣
地
の
瑞
泉
寺
別
院
と
の
境
界
付
近
に
位

置
す
る
。
ひ
じ
ょ
う
に
眺
望
の
良
い
古
墳

立
地
の
適
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も
古

墳
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
２
）
富
岡
２
号
墳
、
富
岡
３
号
墳
、
永

洞
２
号
墳

こ
れ
ら
３
古
墳
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園

か
ら
南
西
に
細
長
く
伸
び
る
舌
状
尾
根
上

に
立
地
す
る
。

富
岡
２
号
墳
は
「
古
墳
報
告
書
」
に
位

置
が
ド
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
学

報
９
」
に
は
記
載
が
な
い
。
そ
の
地
点
は

細
尾
根
の
最
西
端
で
あ
り
、
古
墳
適
地
で

は
あ
る
も
の
の
、
現
状
で
は
そ
の
痕
跡
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

富
岡
３
号
墳
は
「
古
墳
報
告
書
」
で
の

呼
称
で
、「
学
報
９
」
で
は
永
洞
３
号
墳

と
さ
れ
る
。
そ
の
「
学
報
９
」
に
は
石
室

石
材
の
一
部
が
露
頭
し
て
い
る
こ
と
と
、

石
棺
と
思
わ
れ
る
通
称
「
イ
カ
石
」
の
露

出
を
伝
え
る
。
永
洞
古
墳
石
棺
の
調
査
を

行
っ
た
小
栗
鉄
次
郎
の
報
文
に
も
「（
永

洞
古
墳
よ
り
）
東
方
ほ
ど
近
き
山
頂
に
も

石
槨
の
現
れ
た
る
墳
丘
の
存
在
が
見
ら

れ
」
と
あ
り
、
石
材
の
露
頭
し
て
い
た
富

岡
３
号
墳
（
永
洞
古
３
号
墳
）
を
指
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
現
状
で

は
わ
ず
か
な
墳
丘
状
の
高
ま
り
が
観
察
で

き
る
も
の
の
、
石
室
や
石
棺
石
材
の
露
出

は
な
い
た
め
、
古
墳
の
確
証
を
得
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

永
洞
２
号
墳
は
「
学
報
９
」
で
の
呼
称
。

「
古
墳
報
告
書
」
で
は
ド
ッ
ト
の
み
で
古

墳
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。「
学
報
９
」

で
は
直
径
12
～
13
ｍ
高
さ
3
～
4
ｍ
の
墳

丘
が
残
る
こ
と
を
伝
え
る
が
、
現
状
で
は

確
認
で
き
な
か
っ

た
。

（
３
）
臼
ヶ
峰
古

墳
永
洞
古
墳
石
棺

の
調
査
を
行
っ
た

小
栗
鉄
次
郎
の

報
文
に
「
臼
ヶ

峰
と
称
す
る
丘

陵
上
に
も
直
径

約
35
ｍ
の
円
形

墳
が
現
存
し
」

（
文
献
７
）
と
あ

り
、
早
く
か
ら

大
型
円
墳
の
存

在
が
示
さ
れ
て

い
た
。
臼
ヶ
峰

は
、
富
岡
2
・

3
号
墳
な
ど
が

立
地
す
る
細
長

い
舌
状
尾
根
か

ら
、
西
に
切
り

離
さ
れ
た
独
立

丘
。
周
辺
を
広

く
見
渡
す
こ
と

が
で
き
、
古
墳

の
立
地
と
し
て
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は
申
し
分
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
古
墳

報
告
書
」
に
は
ド
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、「
学
報
９
」
や
「
犬
山
市
史
」
で
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

現
況
は
平
ら
な
テ
ラ
ス
面
の
上
に
構
築

さ
れ
た
30
ｍ
以
上
の
盛
土
に
も
観
察
で
き

る
が
、
平
面
的
に
も
不
整
形
な
円
形
と
思

わ
れ
、
高
さ
も
規
模
の
割
に
は
2
.
5

ｍ
ほ
ど
と
低
い
。
ま
た
、
葺
石
や
埴
輪
は

確
認
で
き
ず
、
埋
葬
施
設
や
副
葬
品
に
か

か
わ
る
情
報
も
全
く
知
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
や
は
り
積
極
的
に
古
墳
と
す
る
に
は

躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
保
存
状
態
は
良

い
の
で
、
測
量
調
査
、
試
掘
調
査
な
ど
を

経
て
古
墳
の
是
非
を
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（
４
）
官
林
１
号
墳

「
古
墳
報
告
書
」
で
は
「
官
林
１
号
墳

か
ら
昭
和
21
年
の
開
墾
の
際
に
石
棺
が
出

て
い
る
」
の
一
文
が
あ
る
も
の
の
、
官
林

１
号
墳
な
る
古
墳
の
位
置
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
所
収
の
分
布
図
で
字
名
官
林
に

位
置
す
る
の
は
図
2
‐
15
番
地
点
だ
け
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
応
こ
の
地
点
を
官
林

1
号
墳
と
捉
え
て
お
く
。
た
だ
し
、
現
況

で
は
古
墳
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

以
上
、「
県
遺
跡
地
図
」
に
は
未
掲
載

な
が
ら
過
去
に
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
古
墳
で
は
、
臼
ヶ
峰
古
墳
に
可
能
性
が

残
る
も
の
の
、
他
の
古
墳
は
残
念
な
が
ら

存
否
す
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

４
．
新
規
に
可
能
性
を
指
摘
す
る
古
墳

（
１
）大
平
山
東
尾
根
上
地
点（
図
2
‐
Ａ
）

大
平
山
山
頂
直
下
か
ら
は
、
大
平
山
2

号
墳
の
側
と
は
反
対
の
南
東
に
張
り
出
す

尾
根
が
り
、
そ
の
先
端
は
さ
ら
に
北
東
と

南
に
枝
分
か
れ
す
る
。
今
回
、
古
墳
の
可

能
性
を
指
摘
す
る
地
点
は
、
そ
の
南
に
延

び
る
枝
尾
根
上
に
位
置
す
る
。
立
地
的
に

は
大
平
山
2
号
墳
と
同
じ
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
、
大
平
山
1
号
墳
を
頂
点
と
す
れ
ば

大
平
山
2
号
墳
と
対
称
的
な
位
置
関
係
と

な
る
。

現
況
は
石
室
に
適
し
た
大
型
の
石
塊
が

長
さ
5
ｍ
、
幅
2
ｍ
ほ
ど
に
散
在
し
て
お

り
、
古
墳
と
す
れ
ば
墳
丘
は
大
き
く
流
出

し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
石
塊
の
地
点
か

ら
南
へ
５
ｍ
の
地
点
に
、
8
0
c
m
×

3
5
c
m
ほ
ど
の
灰
色
の
凝
灰
岩
質
砂

岩
が
あ
る
。
通
称
イ
カ
石
や
竈
石
と
呼
ば

れ
る
地
元
善
師
野
で
産
出
す
る
特
徴
あ
る

石
材
で
あ
り
、
古
墳
時
代
の
美
濃
・
尾
張

地
区
で
は
、
こ
の
石
材
で
数
多
く
の
家
形

石
棺
が
作
ら
れ
て
い
る
。
な
か
ば
埋
も
れ

て
い
る
た
め
、
全
体
の
形
状
は
把
握
で
き

な
い
が
、
麓
の
善
師
野
周
辺
か
ら
人
の
手

に
よ
っ
て
持
ち
運
ば
な
い
限
り
、
当
地
点

で
は
存
在
し
な
い
石
材
で
あ
り
、
古
墳
時

代
後
期
の
家
形
石
棺
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
。
散
在
す
る
石
塊
は
石
室
と

し
て
確
実
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
確
証
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
家
形
石
棺
を
内
蔵
す

る
横
穴
式
石
室
を
内
部
構
造
と
す
る
後
期

古
墳
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
周

辺
に
遺
物
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
２
）
大
平
山
南
麓
地
点
（
図
2
‐
Ｂ
）

大
平
山
2
号
墳
か
ら
南
へ
急
傾
斜
面
を

降
り
き
る
と
標
高
約
1
5
0
ｍ
の
東
西

方
向
の
低
尾
根
と
な
る
が
、
そ
の
尾
根
南

端
に
今
回
古
墳
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
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う
1
か
所
の
地
点
が
位
置
す
る
。

現
況
は
北
側
を
堀
状
に
カ
ッ
ト
し
て
丘

陵
か
ら
切
断
し
て
い
る
よ
う
に
も
観
察
で

き
、
低
い
な
が
ら
も
墳
丘
が
残
る
よ
う
に

見
え
る
。
ま
た
、
南
側
で
は
人
頭
大
の
石

が
わ
ず
か
な
が
ら
に
認
め
ら
れ
、
葺
石
も

し
く
は
墳
丘
裾
部
を
巡
る
列
石
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
と
す
れ
ば
直
径
15

ｍ
ほ
ど
の
円
形
墳
と
な
ろ
う
。
マ
ウ
ン
ド

東
側
に
石
室
石
材
に
可
能
な
１
ｍ
角
ほ
ど

の
石
材
が
あ
る
が
、
大
型
の
石
は
そ
の
1

点
の
み
で
あ
る
。
マ
ウ
ン
ド
中
央
部
か
ら

南
に
か
け
て
は
く
ぼ
み
が
認
め
ら
れ
、
南

に
開
口
し
た
石
室
の
石
材
が
抜
き
取
ら
れ

た
か
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
周
辺
に
遺

物
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
横
穴
式
石
室
を

埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
の
可
能
性
を
こ
こ

で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

５
．
お
わ
り
に

今
回
の
踏
査
で
は
「
県
遺
跡
地
図
」
で

は
残
存
と
な
っ
て
い
た
古
墳
で
も
、
現
状

で
は
不
明
や
地
上
か
ら
は
確
認
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
残
念
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
過
去
、
古
墳
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
地
点
で
も
現
状
で
確
認
で
き
る
古
墳

は
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
地
上
の
盛
土

部
分
が
削
ら
れ
て
も
、
周
濠
な
ど
の
痕
跡

は
地
中
に
残
る
場
合
も
多
い
。
当
該
地
点

で
の
掘
削
等
の
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
是

非
確
認
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

望
み
た
い
。

一
方
、
残
存
の
古
墳
で
は
、
状
況
よ
く

残
っ
て
お
り
、
人
通
り
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
古
墳
と
は
気
づ
か
れ

る
こ
と
の
な
い
大
平
山
１
・
２
号
墳
と
、

古
墳
の
特
徴
は
地
上
か
ら
は
確
認
で
き
な

い
が
、
現
地
に
看
板
が
立
つ
た
め
石
棺
が

地
中
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
認
知
で
き
る

永
洞
古
墳
の
二
つ
が
「
未
来
に
伝
え
る
」

こ
と
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。
あ
ら

た
め
て
、
地
元
の
人
び
と
の
「
気
持
ち
」

が
文
化
遺
産
を
支
え
て
い
る
こ
と
と
、
こ

れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
我
々
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
。
大
平
山
１
・
２
号
墳
に
は
是
非
看
板

の
設
置
を
望
み
た
い
が
、
む
し
ろ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
と
し
て
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
踏
査
で
は
、
２
箇
所
に

て
新
た
な
古
墳
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
臼
ヶ
峰
を
加
え
た
３
箇
所
の
「
古

墳
の
可
能
性
あ
る
地
点
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
複
数
の
考
古
学
専
門
者
に
よ
る
現

地
検
討
会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
結
果
も
報
告
し
て
い
き
た

い
。現

地
踏
査
→
遺
跡
の
可
能
性
の
抽
出
→

専
門
的
な
検
討
→
文
化
財
の
認
定
→
公
開

→
活
用
→
そ
し
て
未
来
へ
伝
え
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
し
て
の
活
動
や
サ
ポ
ー
ト
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
る
。
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。
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